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第 1章

はじめに

通信分野における概念を表す用語を技術文書から体系的に集め、通信に関する知識を抽出することを支援するシステ

ム COSMOS(COmmunication document SuMmarizing and Organizing System)の操作法ついて述べる。

このシステムは、ハイパーテキストを用いた通信技術文書 (CCITT勧告書）の構造化、検索システムであり、通

信分野の概念的な用語（信号、状態など）の定義、用語間の階層関係を明らかにし、それをさまざまな視点から検索

できる。

また、 COSMOSは、章立てなどの文章構造の自動的な構造解析機能、参照関係の自動的な抽出機能、重要語彙・

重要語句の抜き出し

（キーワード自動抽出）機能、概念の階層化の際の相互関係の表示機能を持ち概念体系を作成する上での支援ができ

る 。・

ここでは、上記の研究で重要となる試作ツールの概要についてのべる。特に、システムソフトウェアのインストー

ル手順、操作法に付いて詳しく述ぺる。

また、合わせて、文書を電子化する方法、および、その文書の解析法に付いても述ぺる。これらは、基盤となる

カードシステムの機能を用いて作成されている。テクニカルレボート『通信ソフトウニア設計支援システム』も合わ

せて参照されたい。

最後に、本試作ツール開発の機会を与えて下さった山下紘一社長、竹中豊文室長、門田充弘元室長（現NTI'交

換研究所）に感謝します。

また、本試作システムに関して討論していただいた通信ゾフトウェア研究室の各位に感謝します。
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第 2章

通信技術文書体系化システム COSMOSの起動法

2.1 機能概要

通信技術のエキスパートの方が、電子化された文書（マニュアル）を理解し活用することを支援します。エキス

パートの方はこれまでの自分の経験、知識を活用し、自分の立場、目的、視点でマニュアルを読み、理解することを

自然に進めることができます。

一般に文書（マニュアル）を読み進める中で、大切な語句（キーワード）に下線を引きます。同じ様に、電子化さ

れたマニュアルを本支援プログラムを使って下線を引きながら、キーワードを取り出し、柔軟に体系化します。

本支援プログラムの機能特徴は次の通りです。

1. 文章解析

2. 重要語自動きりだし

3. 参照関係構造解析

4. キーワード階層構造表示

5. キーワード検索

検索を柔軟にできるように検索用言語として述語型ルールを採用しました。利用者がルール式を書くことで、強力

で柔軟な検索能力を利用して、適切な検索結果を得ることができます。

本支援プログラムで得られる「要約」は、エキスパートの方の「視点」に基づく「キーワード」体系です。全体の

体系を把握することができる「キーワード」階層構造玄見ながら、検索した「キーワード」に関連する文書を容易に

確認することができます。

2.2 保存場所

cosmos関連のファイルは論理パス名として card-system:cosmos;の下で管理されています。 ATR通信システム

研究所では、その絶対パス名は

• clm01:>local>binary>cosmos>**>*.*・* 

• clm13:>local>binary>cosmos>**>*.*・＊

のどちらかが対応します。利用されるマシンのサーパマシンにより異なります。

以下で、個々のファイルのインストール先を述ぺます。
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,1. プログラム

card-system:cosmos;* .lisp 

card-system:cosmos;*. bin 

2. i-interface data 

card-system: cosmos; card-system-dat a;i-interface .lisp 

3. cosmos環境生成のためのコントロールファイル

スクリプトファイルや辞書ファイルなどがある。

card-system:cosmos;control;*. * 

4. 文問リンク獲得時の作業ディレクトリ

文間リンク自動獲得時に作業用として使われるディレクトリである。

card-system:cosmos;transaction;*. * 

2.3 起動方法

1. load system cosmos 

cosmosシステム環境の設定がなされます。

2. load file sys:site;card-system.translations 

3. load system chart~editor 

chart-editorシステム環境の設定がなされます。

4. create card system manager i-interface :system type cosmos 

『i-interface文書』用のマネージャを作成

5. select+ A 

『i-interface文書』用のマネージャ画面の選択

6. データロード

デークは次のものをロードして下さい。

card-system:cosmos;card-system-data;i-interface.lisp 
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第 3章

通信技術文書体系化システムデモ (SUCCESS)の起動法

3.1 機能概要

平成元年6月の開所式のデモンストレーション効果をあげるために COSMOSシステムの機能特徴を原始人をモデ

ルにアイコン表現しています。

アイコンでは COSMOSの機能を次のステップで表現しています。

1. 文書の構造化 (input原文）

2. キーワード自動抽出 (input構造化文書 1)

3. 視点、キーワード付け (input構造化文書2)

4. キーワードの階層化 (inputキーワード）

5. キーワードの体系化 (input階層化キーワード）

6. 日本語による検索 (input体系化キーワード）

注意事項

本プログラムは開所式以降のパージョンアップを行なっていません。バージョンアップの全ては COSMOSシ

ステムにて行なわれています。

3.2 保存場所

本プログラムの保存場所は次の通りです。

1. プログラム

clm13:>success>•.lisp 

clm13:>success>•.bin 

2. i-interface data 

clm13:>success>caェd-system-date>i-interface.lisp
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3.3 起動方法

1. load system fed 

FED (フォント管理）システム環境を設定します。

2. load system sdl-editor-card-system 

card-systemシステム環境を設定します。

3. load士ileclm13:>success>system-compile.lisp 

SUCCESSシステム環境を設定します。

4. create card system manager i-inter:f.ace : system type sdl-editor-card-system 

『i-interface文書』用のマネージャを作成

5. set package success 

6. select+ A 

『i-interface文書』用のマネージャ画面の選択

7. デークロード

デークは次のものをロードして下さい。

cll)l13:>success>card-system-data>i-inter:face.lisp 

アイコンウィンドウを表示するまでの揉作は次の通りです。

1. manager-window上の「cosmos-demo-case」ケースオプジェクトをオープンする。

2. 「cosmos-demo-case」ケースウィンドウ上の「COSMOSFlow」オプジェクトをオープンする。
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4. 2 カードシステムマネージャ

本支援プログラムのメインウィンドゥです。全ての操作がここから始まります。

Select + A キーでいつでも呼び出して表示させることができます。

以下でウィンドウに表示されているものについて解説します。

c
 

t-T可TT

IKcy-llord Co•• l 四王ヨ

[
 

[
 

冬苓苓`
姿‘ヽ
苓`
‘、令‘へ
P
、)‘‘ぷ`
ヽヽ
苓‘‘‘‘r、‘‘‘‘*‘、S̀
苓桑、‘ヽ
‘`啜、ヽ
‘̀

巨王四
巨
巨き団
巨
巨ヨき］
巨
巨竺竺l
巨三団

囲

m

)

 

g~C 

こ
ス
ス

l

l

 

ヽ
j辻

）

ェ

ェ

m
 

口
7

7

E

9

9

)

 

5
 

ー
ス

9

-

ー
ペ
ン
ン
ー桟

エ

ス

ィ
ィ

セ

祖

mliRル
7

．．
 

プ
ワ
・
ネ

9

l
“
.
 

？
 

l

l

キ

ン

ア

次

巳

ュ

ュ

チ

イ

目

不•••• 
a

1

2

3

4

5

6

 

(
（
‘
,
｀
(
（
（
（
 

9`•23456 
o
n
o
n
o
n
o
n
o
n
o
n
o
n
 

‘,．
`
・
`
1
,
`
1

・1

c
t
c
t
c
t
c
t
c
t
c
t
c
t
 

界
じ
ド
じ
閑
月

ま`．`．、、姿`
7
．-

‘`斎、ヽぶ‘‘‘‘、f‘‘‘§‘、'ヽ、．‘‘‘‘‘‘‘‘啜、‘ヽ‘‘‘‘‘‘‘‘令‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘’↓
r

‘‘‘‘、さでふ‘4

、、戸戸
ヽ

忍遠袋恣`
、ヽ
‘4、令`
r、ぷぶ．＿

I-interface 

Expose Window Refresh Window 

~E g~:~g~ 屈笠徳e

• 

I~"'巡""""''"'''''心｀←-的｀六、 "ゞ-""'"i'r'"''"",....""'""吋 11
Refresh Window 

1·r:i:~ 忠t営とー ands.pre~竺ntrol.Meta-Shirt. Super. 枷e『•or珈 per-Shift. - - I 
(~ed-22 Me~5:02:~9) Keyboe~d 

．
 

V
l
l
 

e
l
l
 

1
4
4
 

r
i
i
 

t
-

―
 

•tt 
r
J
J
 

t
t
t
 

3
c
c
c
 

o
 .
.
.
 

d

J

J

J

 

n

b

b

b

 

0
0
0
 

•I 

u
 n

n
n
 

h
 
.
.
.
 

s
o
o
a
 

e
o
o
o
 

r
 

f
 

eAA~A 

二・さ‘‘‘‘‘――

R
 I戸゚ bJect oヽectionl (l. * 四 心

CL SUCCESS: 且王こ Input

ディスプレイエリア

文壽裟
作 業 対 象 と なる文書名

Mouse-L クリックでボリュームマネージャを開きます。

....... .•.• ,..., 
K&i&: 合消'.old蕊裟:Ca-:S:¢:
Mouse-L クリックでキーワードウィンドゥを開きます。

灰：三t@¥):ガ：●：：：•三．：杓
Mouse-L クリックで要約検索ルールを記述してあるルールウィンドゥを開きます。

用語整理
Mouse-L クリックでキーワードの類似性を記述するウィンドウが開きます。



4. 5 文書ウィンドウ (SectionWindow) 

「目次ウィンドウ」で目次の section名を Mouse-L クリックすると開きます。

作業をするための文書を表示します。

また、 「文書ウィンドウ」では

1 . 「キーワード」と「視点」の設定

2. 「キーワード」の体系化

3 . 「パラグラフ」の関係付け

ができます。

以下でウィンドウに表示されているものを解説します。

Section Window 

Jt-1411 ; 2. ューサ・網インタフェースの参照積成

区`三コ
！、 （令翌和成）とは．（ユ-"/'•I日イン 9 フェース）のば成モデル f;;tll)た tのであリ．そのI逗にあた打は (I,!貶!I)及び(,z£点）のa念紐いる．
ヽヽ~ 

閑 さ秀ー一寸歪亜豆］
、-I巨ヽsubsection2-1 (2.1 ~ 貶:.> I 

祖(Ktz位:fのl可とすはる, ISDNユープア？セス形l1.¥で必哀ないくつかのほ仕からなる籍という．
虻 辺位について以下に示す．

定号一咀亘亘］
トs1Jbs1Jbsection2-1-1 (2.1.1 f~ 荘nc~雹）1 (以下NTlと略ta>>I 
区

mmこ""れ,1'"は●ら'os●祖ヤレとギイ«は如訂ヤ•S井"'sL綱這モふ匹の）デりルel）の臼の町でI及レあひ）"'イ"るヤ・"""'""な"'"'*●イ●謬ヤ)）"I)C"関に匹す関るすしこるいの'"直で戌●わ'る.. "'・ る，

伝れ 監~)
(3), イミング
い）（給,>
(5) (レイヤ1)多主化
(6) (レイヤlM合がI打）
(7) (ポイント・ポイント）．（ポイント・マルチポイント）（ユープ・·~イン9フェース）(f-¥r.l) 
具体な~a:としては．デパジタル田Km嬬）芸霊苓がこれにti.当する．

さ号＿—-四

ト・ubsub●●ction 2-1-2 (2.1.2 1~ 団（芸雹）2 (以下NT2と呼））l 
区

NT~(CCITT)粒告x.200令只モデルのレイヤl及と沢び名高す伍るレ芸イごヤあにるはいぽは対孟応こすのる雑R合ll:亡Hの例つで．み
PASH. (LAN)及びUl末事I切孟霊）は.NT2は仕 る．

l::eywor-d View StJ Hex!. Sect.ion Prev Section 応 freshWindow Search Paravr, ヽph Swich Sect.ion 
Window Hair 

Section llindou connand: Set I(零yuord111th Region String、par1 Jt-1•11 : 2. ユー't'.IFIイン'17ェースので翌n反
Section IJindou cor,n.and: Hcxt Section 
Section Uindou co"n"nd: 
Section Llindo"" connend: 

HTo ousee se-&.o: tShheor N coSmecmtanion dsM. itph retshs is Shtennift. : CHonotrouse-l. ftM: eMtean•uS. hlrt. Super. Hype『.。rHyper-Shift. 

L~cd 22 nor-5:0•:l•J h•n•n•k• Cl SUCCESS: 平 Input

タイト ル エ リ ア

文薔名；

作業している文書名を表示します。

: .,, ..... ,.,.,.,., ..... "'• ヽ：❖.•:•:•

se.ction 
表示している文書の section名を表示します。

'"  '''  

Window Full 

（作業過程で subsection や subsubsection などを開いて表示させているときはその名称）



訂c:、．標準用語
表示されている本文中にある TTC標準用語の存在を（）で表示します。

Hyper + Mouse-L クリックでその用語が文書中の他のどこに存在するかを表示するウィン

ドウが開きます。

ウィンドゥ中の section、subsectionなどの名称を Mouse-L クリックすると指示された

sect _ion の文書ウィンドウが開きます。

jt-i 
--

文希----匝吾@
ト・ub,cetion2-1 (2,1 I! 如） 1 

巨
(l!t<:l)とは. ISDNユーザアクセス杉1くて·I!,•§.ないくつかのKt<からなる雑 Eいう．
名は位の亨するほ仕について以下に示す．

乏希ー一ー一匝蚕9
トsubsubsectlon2-1-1 (2,1.l 111<-¥t:I(芸雹）1 (以下Nilと呼）） 1 

区
NTlはOSI(令只モデル）の（レイヤl)(杓11層）にはほてしいla~ピ何する．
これらのl,!~.tlli外-,,J!的及ひて気的なmn>に関するeのである．
NTlほ悦とは次に示すものである．
(1) (伝込枯l-rnl)
(2) (レイヤ1)(伝送H但守）は四・（レイヤl)に比する勁作状瓜（四）
(3)'; イミング
(•) (給,)
(S) (レイヤl)多文化
(6) (レイヤl;R合利割）
(7) (ポイント・ポイント）．（ポイント・マルチポイント）（ユーザ.,日イン';7ュース） (~ 埠）
具体な孟ことしては．ディジタル回精(i¥埠）裟霊等がこれにtl当する．

定秀一で互］
l'•ubsubscction 2-1-2 (2,1.2 Iii虹（匹）2 (以下NT2とsatwj

巨
NT平 (CCITT)訪告X,208'さ只モデルのレイヤl及ひi!i伍レイヤにほぼ'i-1応するれ貶etつ．
PABX. (LAN)及び（は末別＂芸霊）は. NT21t位E視名する芸ミあるいは芸このi合の・みる．

A 
Keyword View SIJ Hext. Sect.ion 

• . •••.• ·• -・• ‘ 
Prev Sect.ion R曹fr,心hWindow Search Paragraph Swich Sect<on W1ndow t-ull 

Window H墨lf

Section lllndo" cor,n•nd: Hut Section 
Section lllndo" connand: 
Section lllndo" cor,,..nd: Sho" Section 111th This tern (St!!! .、P•r 1) 

い••d 22 l'l•r S:0• :3•J henenok• 

コマンドメニューエリア

以下のコマンド椴能は Mouse-L クリックすることで実行指示します。

.•.·.,,,.,.,.,.,,.,.,.,.,,.,,, ・：.,.,.,.•.•.•··················•:•:•:•:•:❖:•:•:•:•······--·· 

K;¢.y潔〇氾;:p萎書佐hf貰.:t:S.J[
本文中に設定されている「キーワード」と「視点」を表示します。

ただし、表示状態にある場合は表示を中止します。

実行指示後に RefreshWindow を Mouse-L クリックします。

.w.•,:,:,:,: ペ・ぇ：.,.,.,., .. ,,.,.,.,. ゞ.,.:,:,:•:<・・・•,:,:-:,:-:・：・：

N'eXJ後裟Sfi:M芯Vo.if:
現在表示している段落の 1つ次の段落を表示します。

ただし、現在表示している段落が section中の最後の subsectionであるような場合は

section を表示します。

•’’•’—:—:, . .,.,.,.,.,.,.,., .. .,..、',',',W,'・’・,,,_,,.,,._.. ,,., .. .,.,.,., 

Pr¢•f/S.ec:ffon 
現在表示している段落の 1つ前の段落を表示します。

ただし、現在表示している段落が section中の最初の subsectionであるような場合は

section を表示します。



4 . 6 キーワードウィンドウ (Keyword Case Window) 

カードシステムマネージャで Keyword Case を Mouse-L クリックすると開きます。

設定したキーワードが視点によって分類されて表示されます。

また、 「キーワードウィンドウ」では「キーワード」の体系化ができます。

体 系化の詳しい手順 は 「 4. 5 文書ウィンドウ」に記述されています。

以下でウィンドウに表示されているものについて解説します。

対菜 フレームlol,11外れ

注意亭項

定芸

SDL1e述
SDLl逗の1年臼

くくーー一紅分—―→>

Key Word Case Window 

亨

TEの桧沃9非揉紐 は貶口
一次Z返エイン',7ェース 芹吝5,注れ=淀

一次:i~イン~? :t'-ス；之号

-1 , • •• ー・・・ ・・----__  , 
ふ巡、、~-"""·'"ふ怜 kヽふ、心人""""·" ゞ淋心巡、~ゞ、山迅、"'"'"'""''"~w~,•c·'"'"'•"'""'''t'',""''"'"'"""I I 

Refresh Window 
View-Poin~Hierarchy 

Rue~Search Hod• Ruct Vi•w-Poinし Hicntrchy s .. rch K•y Word 

rー・ーy-C.wor-d―Lderault 向~n,仔止キ心：プリミティプがウ'9ilI Koy llor-d Cuc llindou conMnd: K● y llord Cue Show Par-agr-4i:,h 
koy-uor-d (d● rault TAJ: ポイント・ポイント約1乍, Tfl 

・Koy llor-d C4se Iii ndou cOnMnd: 

Show Para9raph 

B 
''r. 品古歴~:::to_!llmands. pre~ 竺ntrol.Ma~ 竺.Super. Hyper.。I"Hyper-Shift. I 
l~•d 22 n~r 5:06:32] hananaka CL SUCCESS: 平 In~ue

ディスプレイエリア

視蕪活
キーワード設定時に指定した視点が表示されます．

コマンド "View-Point Hierarchy" を実行後に「視点」を Mouse-L クリックするとその視

点の中で構成されている知識構造をッリー階居図で表示します。

キsヴ':s;:::::::ド．．
文吝ウィンドゥで設定された「キーワード」を「視点」ごとに表示します。

キーワードリンクによって構造化されている「キーワード」はキーワードの横に（＊）を表

示します。

段落：→時表示．
「キーワード」をマウスポインタでつかみ、 Super+Mouse-L クリックします。

ウィンドウが開いてその「キーワード」の所属する段落名を表示します

マウスボインタをウィンドゥから外すことによってウィンドゥを閉じます。



•,-.•.•.•,•·•·•·w.·.w.',· ・·.·.•.-.ッ．．．．．．．．．．．，．：小：., ... , ャ：•:•:•:•:-:❖•❖:

S:hlij啜::?:a't:=a:g:t.ifpn 
「キーワード」を選び出したパラグラフを表示します。

実行指示後、 「パラグラフ」を参照したい「キーワード」を Mouse-L クリックします。

続けて「キーワード」を Mouse-L クリックすることで、同時に複数の「パラグラフ」を参

照することができます。。

Return キーを押し、パラグラフを表示します。

送ばれたキーワードは次のバフグフフに付けられています．

Jvnem1c vv1noow Pane :~ 匹

(Jt-1 ◄ 11)--j ヽsection ◄ (•• チャネルtt≫llヽpar1j 

れ氏 仔ャネル；m反1

恩~ 之希 仔ャネル；文呑I

~ 

チャネルとはイン'}7ェースの情忙伝迄吝皇の仕之された気分ff<;し．以下に示すチャネル種別がある．
ゞヽヽヽ

., [Jt-1•11)-- l ヽ•ub●ub .. ction •- l-1 (• ,l.l)ヽc,arl I 
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｀ ‘ 

之希 1sチャネル；定呑I
ゞ

Bチャネルは9イミングH ついkbfvsのチャネルであ 'J.!f々 のユーザ情忙む号とこ込するたのに色月される．
; ヽ ただし.グナBチリャンネグル情によリISDNの回れ交校月シグナリン ?"1!1~!伝込することはない．

I 
このシ 船 t.• ,2;;,: 示す叶ャネルによ..,て伝送される．

、(J
Jt-1•11 --, ヽsubsubsection •-2-l ( •• 2. l) ヽP•r l I 

I 
ー,ユn ID-/勺•ネル；定希 I

｀ ~ § 
ヽ 叶ャネルは5零に翠之されているように. 16kbit心スはG4kbit✓oのピットレートと tち-~一示的にはISDNによる回れ交拍月のシグ

ナリン?ャ"ネ~ill!: 這ぷたのに月いられる．
”ャ ルは.TTCほQr.JT-0920.JT-0921. JT-0930及びJT-0931に交う"~層化されたプ゜にコルに名う eのとすふ

｀ (Jt-i ◄llJ--1 ヽouboubooction ◄ -3-1 ( ◄ .3.1) ヽP•" l j 

---"--" IHチャネル；文希I

紆ャネルは9イミングE符ち．次に示す也反のピットレートe亨するチャネルである．
(l)H好キネル138北bit/•
(2)Hlチャネル： !536kb1V• 

｀ Refresh Window Show Sect.ion 

~El Parag~indou conn● nd: Refresh 
P.erag t.lindou conn.end: Sho" Hier。rchyl.lfth Thia Key"ord令烈点
P.er-● g Uindou connand1 Refresh 
Pぶ ag1Jind0u co,..nondz 

THo oussee e-fto: thMeer nuc. ommands. press Shirt. Control. Meta-Shift.。『Super.

(~cd 22 M•~5:10:01) h● non•k• CL SUCCESS: 写 lnput

町砂・ヨ痘mrmm瞑6冦霰紐
キーワードの階層構造を表示します。

キーワードリンク構造を確認したい「視点」を Hyper+ Mouse-L クリックします。

コマンドメニューの "RefreshWindow" を Mouse-L クリックします。

指定された「視点」による「キーワード」の持つ「キーワードリンク」構造を表示します。

コマンド入カエリア

キーボードやマウスから実行されたコマンドの履歴を表示します。

マウスドキュメンテーションライン

マウスの操作によって何が実行できるかを表示します。



4. 7 要約検索ウィンドウ

体系化した知識構造から要約を検索するウィンドゥです。

どのウィンドゥからでも Select+ Bキーを押すことで開きます。

体系化された知識構造を様々な場面で生じる疑問に答えるために「要約」として検索しま・

す。ここで得られる「要約」は利用者自身の理解に基づくものです。

検索を柔軟にできるように検索用言語として Pr o I o gを採用しました。ルール式を書

くことで、プロログの強力で柔軟な検索能力を利用して、利用者は適切な検索結果を得る

ことができます。
検索の方法と検索ルールの記述方法は「 5 検索と要約」でくわしく説明します。
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結果表示エリア
検索の結果を表示します。

コマンド実行結果表示エリア
メニューにある ShowKeyword Link と ShowView Point の実行によって得られた結果を

表示します。



第 4章

COSMOS初期操作環境の作成

4.1 本の作成......,COSMOS原始文書の作成～

TEX文書を COSMOSドキュメント用の原始文書に変換するステップとして『本の作成』があります。

関数text-to-sentenceの実行によって文書変換されますが、変換が失敗した場合には、エラーメッセージとエラーファ

イル名が表示されます。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

『WELCOMECOSMOS』ケース内の『本の作成』ケースを OPENし、その実行説明文に従ってください。

4.2 重要語の切り出し

COSMOS環境を整えるステップとして『重要語の切り出し』があります。

任意の文字列が使われている sectionおよび keywordの検索を可能にするために、その文字列による重要語の切り

出しを自動的に行なわせます。

===やってみよう＝＝＝

『WELCOMECOSMOS』ケース内の『重要語の切り出し』ケースを OPENし、その実行説明文に従ってくださ

V。

4.3 文間リンク（参照）の獲得

COSMOS環境を整えるステップとして『文間リンク（参照）の獲得』があります。

図表などの参照箇所の指示や、説明等を他の sectionで行なうなどの指示があるパラグラフと、その関連のあるパラ．

グラフとの問に、自動的にリンクを設定します。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

『WELCOMECOSMOS』ケース内の『文問リンク（参照）の獲得』ケースを OPENし、その実行説明文に従って

ください。

4.4 COSMOS参照機能実現オプジェクトの作成

COSMOS環境を整えるステップとして『COSMOS参照機能実現オプジニクトの作成』があります。

これらのオプジェクトを通して、検索・参照・変更等の機能が提供されます。

===やってみよう＝＝＝

『WELCOMECOSMOS』ケース内の『COSMOS関連機能オプジェクト作成』ケースを OPENし、その実行説

明文に従ってください。

，
 



第 5章

COSMOS基本オブジェクトの獲得

5.1 「キーワード」と「視点」を設定する

5.1.1 「キーワード」と「視点」とは

「キーワード」 (keyword)には各々の「パラグラフ」 (paragraph)に関係を持つ重要な短い語句を設定します。

その「パラグラフ」を代表するような語句や、様々な立場からそのパラグラフを検索し呼び出す時の索引になる語句

です。また、どの様な語句から疑問が生じたときにその「パラグラフ」を読み直す必要があるかを考えて「キーワー

ド」にしても良いでしょう。

「視点」 (view-point)は「キーワード」と対になるもので、どの様な立場からそのキーワードを選び出したかを表

します。これは後で「要約」を取り出すときの「視点」になります。 「キーワード」と同じように、どの様な立場か

ら疑問が生じたときその「パラグラフ」を読み直す必要があるかを考えて決めても良いでしょう。つまり、疑問が生

じたときには「キーワード＋視点」で必要な「要約」を検索します。

ここで「キーワード」と「視点」との関係を説明します。作業を進めるうちにある語句を「キーワード」に含める

ペきか、 「視点」とするぺきかを迷うときがあります。例えば、 「ループバック機構」をキーワードにするとき、

視点

ケース 1 機構

ケース 2 保守

キーワード

ループパック

ループバック機構

と2つ以上のケースが考えられます。その選択の基準は 1つの「視点」につく「キーワード」の数です。ある 1つの

立場からの「キーワード」の数が多ければ、それを「視点」として登録します（ケース 1)。しかし、数が少なけれ

ば、それは「視点」とするのでなくキーワードの付屈語と考えられます（ケース 2)。

5.1.2 「キーワード」と「視点」を作成する方法

ここでは前節で説明された「キーワード」と「視点」を実際に設定してみましょう。

たとえばこんなパラグラフがあるとします。

『チャネルには Bチャネルや Cチャネルがある。』

このパラグラフに"種類”という「視点」で”チャネル"という「キーワード」を設定してみましょう。
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実行手順は次の通りです。

マウス・キーポード等に関する共通換作についての詳細は、 「4章ウィンドウ揉作」を参照して下さい。

1. キーワードの選択

文書中にキーワードとして適切な語句があった語合

文書を読みながらキーワードになる語句をリージョン指定します。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

この場合は"チャネル”をリージョン指定します。

注：リージョン指定

文書の語句に下線を引くこと

語句の先頭の文字をマウスボインクで指示します。

Control + Mouse-Lドラッグしながら（マウスポクンを押したままの状態で）

マウスを右に移動します。

語句の末尾まで下線を引いて、マウスポクンを離します。

2. パラグラフの選択とキーワード及び視点の決定

マウスポインタでパラグラフオプジェクトをつかみます。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

この場合はpar2をつかみます。

Hyper + Mouse-Lクリックします。

"Attributes window"が開きます。

1で文書中の語句をリージョン指定してある場合はその語句が title表示されます。

語句が適切であることを確認します。

語句が適切でない場合、ここで書き換えることができます。語句を Mouse-Mクリックした後にキーポードか

ら語句を記入します。

リージョン指定しなかった湯合は空欄の titleが表示されますので、空覧を Mouse-Lクリックした後にキー

ポードから語句を記入します。

次に、一覧の中から適切な「視点」を Mouse-Lクリックすることで選択します。

適切な「投源」がない場合は、 "createnew"をクリックして下さい。

===やってみよう＝＝＝

この場合は"の種類"をクリックして下さい。

"done"を Mouse-Lクリックするか Endキーを押すことで「キーワード」及び「視点」を決定します。

視点の選択で "createnew"を選択した据合には「視点」設定ウィンドウが開きます。

titleに"視点を記入して下さい"と表示されますので、表示を Mouse-Lクリックした後にキーポードから語

句を記入します。

"done"を Mous砂クリブクするか Enqキーを押すことで「視点」を決定します。

取り消したい場合は、 "Abort"をMoues-Lクリックします。
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このようにして選択された「視点」 「キーワード」に対して、システムがチニックを行います。

そして同一視点での類似語があった毎合は、それらのキーワードをそのバラグラフと共に表示します。

ここでそれらのキーワードから選ぷ毎合は、そのキーワードを Mouse-1クリックし、今選択した「視点」 「キー

ワード」で新しくキーワードを作る毒合は、"新しくキーワードを作成する”をMouse-1クリックします。

"done"を Mouse-Lクリックするか Endキーを押すことで決定します。

取り消したいときは "abort"をMouse-1クリックして下さい。

また、表示された類似語を見て、もう一度「キーワード」のクイトルを付け直したいときには、 "Collect ti-

tle"を Mouse-1クリックして下さい。

最初の "AttributesWindow"に戻ります。

もう一度今までの作業をくり返して下さい。

さて上記の揉作で「キーワード」と「視点」がパラグラフにつきました。

その確認表示をさせてみましょう。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

このウィンドウ（文書ウィンドウ）のコマンドメニューの "KeywordView SW'' と"Refresh"を順に Mouse-1ク

リックします。

5.1.3 「キーワード」と「視点」を作成する方法～自動作成～

そのパラグラフにある文章の構文パクーンから、 「キーワード」ど「視点」を決定し自動獲得する方法があります。

ここでは、その揉作方法を記述します。

＊「辞書ファイルカード」の設定

自動獲得を実現するには、文法カード、辞書カード、文章パターンカードの 3つの辞書ファイルカードが必要です。

次にこれらのカードの作成方法を示します。

a. 「文法カード」

card-system::basic-cardで作成します。

そのインスタンス変数keyworcl-stringには "grammar"をセットします。

カードオプジェクトをオープンし、そのウィンドウのなかて梢文解析のための文法を定義します。

ただし、パッケージの変更を念頭において文法定義のマクロ defgramは、 prs::defgramのかたちで使用して下さ

い。

b. 「辞書カード」

car cl-system:: b a.sic-cardで作成します。

そのインスクンス変数 keyword-stringには "dictionary"を七ットします。

カードオプジェクトをオープンし、そのウィンドウのなかで描文解祈のための単語辞田を定義します。

ただし、パッケージの変更を念頭において、辞忠定義のマクロ defdictはprs::defdictのかたちで使用して下さい。

c. 「文章パクーンカード」

car cl-system:: basic-cardで作成します。

定義する視点別に分けて、各カードを作成して下さい。

そのインスクンス変数keyword-stringには "view-point"をセットします。

カードオプジニクトをオープンし、そのウィンドウのなかでその視点に対応する文章パクーン解祈式を Lisp式で記
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述します。

Lisp式は構文解析結果の構造リストを引数とし、戻り値が("キーワードタイトル視点タイトル"("キーワードタイ

トル"'視点クイトル"))のかたちでキーワード／視点の情報リストを集めたリストとなるような Lambda式で記述

します。

「視点 EXPERT-CASE(card-system::basic-caseで 1つだけ作成、その keyword-stringには "expert-case"を

セット）」に格納します。

＊構文解析環境の設定

文章パクーン解析式に引き渡す文章の構造リストを生成するために、 parserによる構文解析を用います。その環境

設定の方法を次に示します。

a) 「文法カード」のロード

「文法カード」オプジェクトをオープンさせたウィンドウのなかで、 Hyper+Rクリックしてメニューを開きます。

そのなかの "EntryGrammar"をクリックします。

この実行によって、 「文法カード」の内容と共に「辞書カード」の内容もロードします。

b) 「辞書カード」のロード

「辞書カード」オプジェクトをオープンさせたウィンドウのなかで、 Hyper+Rクリックしてメニューを開きます。

そのなかの "EntryDictionary"をクリックします。

この実行によって「辞書カード」の内容と共に「文法カード」の内容もロードします。

＊「パラグラフ」の選択と「キーワード」及び「視点」の決定

マウスボインクでparl,par2などの表示のあるバラグラフ名をつかみます。

Mouse-Rクリックします。

パラグラフメニューが開きます。

"Get viewpointfrom sentence pattern"を Mouse-Lクリックします。

そのパラグラフのなかで、構文解析と文章パターン解析の結果、抽出されたキーワード／視点がメニューとなって表

示されます。

そのメニューのなかで掲げられているキーワード／視点のうち、実際に作成するものは "yes"の箇所を Mouse-Lク

リック、作成しないものは "no"の箇所を Mouse-Lクリックします。そして最後に "DONE"をMouse-Lクリック

すれば、そのパラグラフに選択したキーワード／視点が付けられ、 "Abort"を Mouse-Lクリックすれば取り消され

ます。

5.1.4 「キーワード」と「視点」の変更と取消方法

「キーワード」 「視点」の変更•取り消しは、このウィンドウ（文宝ウィンドウ）で行う場合と、キーワードエディ

クで行う場合の 2つが考えられます。

また、その「キーワード」に「キーワードリンク」が付けられていないときには、文甚ウィンドウで変更• 取り消し

ができますが、既に「キーワード」が付いている場合には、キーワードエディクでしか変更•取り消しすることがで

きません。

もしも「キーワードーリンク」が付いている状態で文書ウィンドでの変更を行った場合には、その「キーワードリンク」

が無条件に取り消されてしまいますので注意して下さい。

なおキーワードエディク上での採作方法は 4章で述ぺられます。
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a. 文書ウィンドウでの変更

変更したい「キーワード」が付けられている「パラグラフ」を Mouse-Rクリックして Menuを表示し、 "Change 

attribute keyword"を Mouse-Lクリックします。その「パラグラフ」に付けられ文いる「キーワード」がボップ

アップウィンドウに表示されますので、変更したい「キーワード」を Mouse-Lクリックして下さい。また「キー

ワード」をクリックせずにこのポップアップウィンドウからマウスを外すと変更処理に入らずに処理を終了します。

これ以降の手順は「キーワード」の設定と同じですので、そちらを参照して下さい。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

このパラグラフについている"変更•取消キーワード"という「キーワード」のクイトルを変更してみましょう。

b. 文書ウィンドウでの取り消し

取り消したい「キーワード」が付けられている「パラグラフ」を Mouse-Rクリックして Menuを表示し、 ・"Remove

Keyword"を Mouse-Lクリックします。

その「パラグラフ」に付けられている「キーワード」がボップアップウィンドウに表示されますので、取り消したい

「キーワード」を Mouse-Lクリックして下さい。

「キーワード」をクリックせずにこのボップアップウィンドウからマウスを外すと、取り消し処理に入らずに処理を

終了します。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

さきほど変更した「キーワード」を取り消してみましょう。
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5.2 「キーワード」を体系化する～キーワードリンク～

5.2.1 「キーワードリンク」とは

「キーワードリンク」 (keywordlink)は文書から選び出した「キーワード」をお互いに関係付けることで、知識を

体系化するための機能です。

同じ視点で選び出されたキーワードは互いに何らか関係を持つと考えられます。それらのキーワードを選び出してき

たパラグラフとは関係なく、独立して自分の理解に基づいて「キーワード」を用いて構成します。

同じ「視点」の「キーワード」で階層化された 1つの知識体系を作ることが基本です。

作業を進める中で、異なった「視点」を付けていても同じ知識体系の中に入れたいことがあります。システムの機

能としては制限を設けてありませんので構造化はできます。しかし、一般にその場合はキーワードの「視点」が変化

しています。 「視点」を変えることが望ましいでしょう。

5.2.2 「キーワードリンク」を作成する方法

ここでは前節で説明された「キーワードリンク」を実際に設定してみましょう。

つぎのパラグラフに以下のようなキーワードが設定されています。

『ヒトの顔は目や鼻や口からなるが、目は水晶体や網膜からなり、鼻は鼻腔などからなり、口は歯や舌や顎からな

る。』

上位概念になる「キーワード」をマウスボインクでつかみます。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

この場合"ヒトの顔"という「キーワード」をつかみます。

Hyper+ Mouse-Lクリックします。

下位概念になる「キーワード」を Mouse-Lクリックします。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

この場合;,目"という「キーワード」を Mouse-Lクリックします。

ウィンドウが開いて「キーワードリンク」の一覧が表示されます。

一覧の中から適切な「キーワードリンク．」を Mouse-Lクリックすることで選択します。

適切な「キーワードリンク」がない場合、マウスポインクをウィンドウから外します。

「キーワードリンク」設定ウィンドウが開きます。

”リンク名を記入して下さい"と title表示されますので、 titleを Mouse-Mクリックして、キーボードから記入し

ます。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

この場合"描成要素"と記入してみましょう。

"done"をMouse-Lクリックするか Endを押すことで「キーワードリンク」を決定します。

取り消したい場合は "Abort"をMouse-Lクリックします。

問違ってマウスポインクがウィンドウから外れてしまったためにこのウィンドウが表示された場合は、何も記入せず

に"Abort"をMouse-Lクリックします。
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さて上記の採作で「キーワードリンク」がつきました。

その確認表示をさせてみましょう。

===やってみよう＝＝＝

「キーワード」をマウスボインクでつかみ、 Hyper+ Mouse-Mをクリックします。

ウィンドウが開いてその「キーワード」に関係するすぺての「キーワードリンク」階層構造が「キーワードリンク」

名ごとに表示されます。

ウィンドウの外を Mouse-Lクリックすることで元のウィンドウにもどります。

なおこの確認表示は「キーワード」が表示されているすぺてのウィンドウで行なえます。

5.2.3 「キーワードリンク」の取消方法

「キーワード」階層構造が表示されている全てのウィンドウで変更できます。

階層構造上の「子キーワード」をマウスポインクでつかんで Mouse-Rクリックします。

Option windowで "Removehigher keyword-link from this object"を選択します。

ウィンドウが開いて Removeすることを確認しますので、 Mouse-Lクリックします。

Remove操作を中断する場合はマウスポインクをウィンドウから外します。

5.3 文書を関係付ける～文間リンク～

5.3.1 文間リンクとは

「文間リンク」は「パラグラフ」間の関係付けを、文書の構成に基づいて客観的に行うための機能です。パラグラ

フ同士が密接に関連を持っている場合があります。例えば「つまり」などの接続詞でつながれて、前のパラグラフの

詳細が次のパラグラフに記載されていることがあります。また、図や表を参照することが指示されていることもあり

ます。検索によって「要約」を表示するときにこれらの関係が大切な働きをします。実際にどんなものなのでしょう

か？ちょっと見てみましょう。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

このパラグラフについている”→”を Mouse-Rクリックして表示されるメニュ中の、 "Showbetween paragraph 

link"を選んで下さい。

するとこのパラグラフが関連づけられているバラグラフの一覧表がボップアップされるので、それを Mouseふクリッ

クして下さい。

さあ、いかがですか？

文間リンクの機能の一つとしては、このように前のパラグラフの説明等が次のパラグラフでも続けて行なわれている

場合に、それらのパラグラフを結び付けることがあげられます。

5.3.2 文問リンクを作成する方法

では実際に文問リンクを作成してみましょう。手順は次の通りです。

1、対象となるパラグラフを選択します。

マウスボインクで parl、par2などと表示のあるパラグラフ名をつかみ、 Hyper+ Mouse-Mでクリックします。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

ここでは、このパラグラフを Hyper+ Mouse-Mクリックしてください。
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2、関係付けたいパラグラフを選択します。

マウスポインクで parl、par2などと表示のあるバラグラフ名をつかみ Hyper + Mouse-Mでクリックします。

===やってみよう＝＝＝

ここでは、このパラグラフを Mouse-1クリックしてください。

3、ウィンドウが開いて文間リンクの一覧が表示されます。

一覧の中から適切な「文問リンク」を Mouse-Lクリックして選択します。

適切な「文問リンク」がない場合、マウスボインタをウィンドウから外すと「文間リンク」設定ウィンドウが開きま

す。

,, リンク名を記入して下さい,,とtitle表示されますので、 Mouse-Lクリックした後、キーボードから記入します。

"done"をMouse-Lクリックするか Endキーを押すことで「文間リンク」を決定します。

取り消したい場合は "Abort"を Mouse-Lクリックします。

間違ってマウスポインクが文間リンク一覧のウィンドウから外れてしまったためにこのウィンドウが表示された場合

は、何も記入せずに "Abort"をMouse-Lクリックします。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

ここでは、 「順序関係」というリンク名をセットしてください。

さあこれで文間リンクがつきました。確認表示してみましょう。

===やってみよう＝＝＝

ウィンドウを Refreshしてみて下さい。

文書ウィンドウのパラグラフ名の横に、文問リンクが付いていることが矢印で表示されます。上下関係がある場合に

は親パラグラフには"→"、子パラグラフには"←"がそれぞれつきます。

「パラグラフ」を Mouse-Rクリックして Menuを表示し、 "showbetween paragraph link"を Mouse-Lクリック

します。その「パラグラフ」に付けられている「文問リンク」とそのリンクでつながっている「パラグラフ」をボッ

プアップウィンドをに表示します。

もしもそれらの「パラグラフ」を見たい場合は、その「パラグラフ」を Mouse-Lクリックして下さい。

また、クリックせずにマウスをポップアップウィンドウから外すともとのウィンドウに戻ります。

5.3.3 「文間リンク」の取消方法

「パラグラフ」が表示されている全てのウィンドウで解消できます。

「パラグラフ」をマウスボインクでつかんで Mouse-Rクリックします。

Option windowで "Removebetween-paragraph-link from this object"を選択します。

ウィンドウが開いて Removeすることを確認しますので、 Mouse-Lクリックします。

Remove操作を中断する場合はマウスポインクをウィンドウから外します。
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第 6章

ウィンドウ操作

6.1 共通操作

6.1.1 マウス操作

本支援プログラムの基本的な操作はマウスでできます。本説明書では次の用語と表記法を用います。不明な点はシ

ンボリクスのマニュアルなどを参照して下さい。

• マウスポインク

マウスの指示位置を表すために画面上に表示される矢印

• マウスポインクでつかむ

マウスポインクがオプジェクトを指し示すと四角い枠が現れたり、枠が強調されたりする変化が起こります。

この状態をマウスボインクがオプジェクトを「つかむ」といいます。

オブジェクトは単なる文字列ではなく、意味を持ったデークの集合体です。

• クリックする

マウスボインクがオプジェクトをつかんだ状態でマウスの左ボクンを「クリック」（押してすぐ放すこと）しま

す。反応はつかんだオプジェクトによって異なります。シンポリクスマウスの 3つのボタンのクリックをそれ

ぞれ

と表記します。

左ボクン

中ポクン

右ボクン

Mouse-Lクリック

Mouse-Mクリック

Mouse-Rクリック

キーポード操作と組み合わせて

マウス操作はキーポードのいずれかのキーを押しながら行う場合があります。それらを

Hyper + Mouse-L 
Super + Mouse-M 
Control + Mouse-L 
Super + Meta + Mouse-L 

などと表現します。
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• リージョン指定

文書の語句に下線を引くことです。

語句の先頭の文字をマウスポインクで指示します。

Control + Mouse-Lドラッグ（マウスボクンを押したまま）しながらマウスを右に移動し、語句の末尾まで下

線を引いて、マウスボクンを離します。

• 操作メニューの表示

Mouse-Rクリックするとその場で実行可能な操作のメニューを表示します。そのメニューから操作を選んでマ

ウスボインクでつかみ Mouse-Lクリックすると実行します。

マウスボインクがオプジェクトをつかんでいる場合はそのオプジェクトに対して実行可能な操作メニューを表

示します。同じ方法で実行します。

Mouse-Rをダプルクリック (2回続けて素早く押しすぐ放すこと）をするとシステムメニューをいつでも表示

します。同じ方法で実行します。
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6.1.2 キーポード操作

キーポードの基本換作方法はシンポリクスの基本揉作にしたがいます。

＊揉作の中断

本支援プログラムでの揉作の中断は、システムとして特に定義されていない場合は Abort、Sift+ Abort、Con-

trol + Abortのいずれかで可能です。

本支援プログラムでは特別な変更や定義はしていませんので、操作はシンボリクスのマニュアルをご覧下さい。

6.2 文書ウィンドウ (SectionWindow) 

このウィンドウが文書ウィンドウです。

作業をするための文書を表示します。

また、 「文書ウィンドウ」ではつぎのようなことが可能ですが、これらの操作方法は 3章を参照してください。

1、キーワードと視点の設定

2、キーワードの体系化

3、パラグラフの関係付け

以下でウィンドウに表示されているものを解説します。

6.2.1 タイトルエリア

• 文書名

作業している文書名を表示します。"ウィンドウ操作"と表示されているところです。

• section 

表示している文書の section名を表示します。

（作業過程で subsectionやsubsubsectionなどを開いて表示させているときはその名称）

6.2.2 ディスブレイエリア

* subsection、subsubsection

Mouse-L クリックすることでその subsection 、 subsubs~ction だけを表示させることができます。

つまり、文書巌が大きい場合 (1画面以上）は作業効率を上げるため、 subsection、subsubsection名を Mouse-Lク

リックして小さな単位に分割して表示させます。

===やってみよう＝＝＝

subsection": 文芸ウィンドウ"を Mouse-Lクリックしてみてください。

クイトルエリアも"ウィンドウ採作"から"文宝ウィンドウ"に甚きかわります。

＊バラグラフ (pra1、par2など）

＝＝＝やってみよう＝＝＝

Mouse-Lクリックすることでそのパラグラフだけを表示させることができます。

文問リンクが設定されている場合には矢印（←、→）で存在が表示されます。
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＊本

これを読み進めながらキーワード付けなどの作業をします。

＊視点とキーワード

＝＝＝やってみよう＝＝＝

既に設定されている「視点」と「キーワード」を表示します。

表示の有無は KeywordView SWをMouse-Lクリックすることで切り替わります。

キーワードリンクで構造化されている「キーワード」はキーワードの横に（＊）を表示します。

＊階層構造一時表示

「キーワード」をマウスポインクでつかみ、 Hyper+Mouse-Mクリックします。

ウィンドウが開いてその「キーワード」に関係するすべての「キーワードリンク」階層構造を「キーワードリンク」

ごとに表示します。

ウィンドウの外を Mouse-Lでクリックすることで元のウィンドウにもどります。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

「キーワード」はキーワードの横に（＊）が表示されているものを選び、 Hyper+Mouse-Mクリックしてください。

＊図、表 (fig1-1、tab2-4など）

図表の存在を表します。

*TTC標準用語

表示されている本文中にある TTC標準用語の存在を（）で表示します。

Hyper + Mouse-Lクリックでその用語が文書中の他のどこに存在するかを表示するウィンドウが開きます。

ウィンドウ中の section、subsectionなどの名称を Mouse-Lクリックすると指示されたsectionの文書ウィンドウ

が開きます。

6.2.3 コマンドメニューエリア

以下のコマンド機能は Mouse-Lクリックすることで実行指示します。

* Keyword View SW 

＝＝＝やってみよう＝＝＝

本文中に設定されている「キーワード」と「視点」を表示します。

ただし、表示状態にある場合は表示を中止します。

実行指示後に RefreshWindowをMouse-Lクリックします。

*Next 

＝＝＝やってみよう＝＝＝

現在表示している段落の 1つ次の段落を表示します。

ただし、現在表示している段落が section中の最後の subsectionであるような場合は sectionを表示します。

*Prev 

＝＝＝やってみよう＝＝＝

現在表示している段落の 1つ前の段落を表示します。
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ただし、現在表示している段落が section中の最初のsubsectionであるような場合は sectionを表示します。

* Refresh 

＝＝＝やってみよう＝＝＝

ウィンドウを書き換えます。ウィンドウ内の表示が乱れたときに Mouse-Lクリックして実行します。

また、 KeywordView SWなど画面の表示を変更するコマンドを実行指示した後に Mouse-Lクリックして表示変更

を実行します。

* Search Par. 

＝＝＝やってみよう＝＝＝

指定した文字列を含む「パラグラフ」をすべて表示します。

実行指示後に検索文字列を記入し、 Returnキーを押します。・

*Swich 

＝＝＝やってみよう＝＝＝

表示させたい段落を section、subsectionなどの番号を指示することで表示させます。実行指示後に "2-3-2"+ Re-
turnのようにキーボードから入力して実行しまず。

*Full、Half

＝＝＝やってみよう＝＝＝

Halfで文書ウィンドウの表示幅を綬半分にします。

複数の段落で同時に作業を進めたいときに利用します。

Fullで元へ戻します。

実行後に Function+ Refreshを実行することをお薦めします。

* Index View SW 

＝＝＝やってみよう＝＝＝

本文中にある TTC標準用語に（ ）をつけて表示します。

ただし、表示状態にある場合は表示を中止します。

実行指示後に RefreshWindowをMouse-Lクリックします。

*Show SDL 

現在参照中の本に含まれるすぺての SDL図をポップアップウィンドウに表示します。

表示させたい SDL図を Mouse-Lクリックで選択します。

選択せずにマウスをこのポップアップウィンドウから外すと、もとのウィンドウに戻ります。

6.2.4 コマンド入カエリア

キーボードやマウスから実行されたコマンドの履歴を表示します。

＊マウスドキュメンテーションライン

マウスの操作によって何が実行できるかを表示します。
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6.3 キーワードウィンドウ

カードシステムマネージャで KeywordCaseをMouse-Lクリックすると開きます。

設定したキーワードが視点によって分類されて表示されます。

また、 「キーワードウィンドウ」では「キーワード」の体系化ができます。

体系化の詳しい手順は 3章に記述されています。

以下でウィンドウに表示されているものについて解説します。

6.3.1 ディスブレイエリア

＊視点名

キーワード設定時に指定した視点が表示されます。

===やってみよう＝＝＝

「視点」上での Mouse-Rクリックメニュの "Showhierarchy with this viewpoint"によってその視点の中で構成さ

れている知識構造をツリー階層図で表示します。

*キーワード

文書ウィンドウで設定された「キーワード」を「視点」ごとに表示します。

キーワードリンクによって構造化されている「キーワード」はキーワードの横に（＊）を表示します。

＊階層構造一時表示

＝＝＝やってみよう＝＝＝

「キーワード」をマウスボインクでつかみ、 Hyper+ Mouse-Mクリックします。

ウィンドウが開いてその「キーワード」に関係するすべての「キーワードリンク」階層構造を「キーワードリンク」

ごとに表示します。

ウィンドウの外を Mouse-Lでクリックすることによって元のウィンドウにもどります。

6.3.2 コマンドメニュー

以下のコマンド機能は Mouse-1クリックすることで実行します。

* Serch Key Word 

指定した文字列を含むキーワードだけを表示します。

実行指示後、検索する文字列を入力すると、指定した文字列を含むキーワードだけを表示します。

===やってみよう＝＝＝

上記の説明に従って、指定する文字列だけを含むキ・ーワードを表示してみましょう。

その後、 RefreshWindowの説明を読んでから、それを実行してください。

* Refresh Window 

ウィンドウを害き換えます。ウィンドウ内の表示が乱れたときに実行します。

また、 SearchKey Wordなど画面の表示を変更するコマンドを実行指示した後に表示変更します。

* Reset Serch Mode 

===やってみよう＝＝＝

Serch Key Wordによる表示を標準の一覧表示に戻します。
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実行後、 RefreshWindowを行なって下さい。

* Show Paragraph 

＝＝＝やってみよう＝＝＝

・「キーワード」を選び出したパラグラフを表示します。

実行指示後、 「パラグラフ」を参照したい「キーワード」を Mouse-Lクリックします。

続けて「キーワード」を Mouse-Lクリックすることで、同時に複数の「パラグラフ」を参照することができます。

Returnキーを押し、バラグラフを表示します。

6.3.3 コマンド入カエリア

キーポードやマウスから実行されたコマンドの履歴を表示します。

6.3.4 マウスドキュメンテーションライン

マウスの操作によって何が実行できるかを表示します。
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6.4 要約検索ウィンドウ

カードシステムマネージャで検索 CaseをMouse-Lクリックして開きます。

そのウインドウ内で Hyper+ Mouse-Rクリックによってボップアップするメニュのなかの "CreateRetrieve Case" 

を実行します。

との実行によって作成された Case(汎用検索ケース）を開くと要約検索ウィンドウがオープンします。

このウィンドウは体系化した知識構造から要約を検索するウィンドウです。

体系化された知識構造を様々な場面で生じる疑問に答えるために「要約」として検索します。ここで得られる「要

約」は利用者自身の理解に基づくものです。

検索を柔軟にできるように検索用言語としてPr o 1 o g を採用しました。ルール式を書くことで、プロロ—グの強

カで柔軟な検索能力を利用して、利用者は適切な検索結果を得ることができます。

検索の方法と検索ルールの記述方法は「 5 検索と要約」でくわしく説明します。

6.4.1 コマンド実行結果表示エリア

コマンドの実行結果や、検索結果の表示などに使います。

検索の実行結果は本表示エリアに「●」ボタンで標示されます。

この「●」ポクンを Mouse-Lクリックすることで検索結果としてのキーワード構造が標示されます。

6.4.2 コマンドメニューエリア

以下のコマンドは Mouse-Lクリックすることで実行します。

＊検索

検索のためにPrologの実行状態に入ります。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

「検索」を Mouse-Lクリックしてください。

P r o 1 o gの初期化ファイルが loadされて、 Prolog述語の記述モードになります。

* Show Keyword Link 

「キーワードリンク」の種類の一覧を表示します。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

「ShowKeyword Link」を Mouse-Lクリックしてください。

* Show Paragaraph 

＝＝＝やってみよう＝＝＝

「キーワード」の所屈する「パラグラフ」を表示します。

実行指示後、 「パラグラフ」を参照したい「キーワード」を Mouse-Lクリックします。

続けて「キーワード」を Mouse-Lクリックすることで、同時に複数の「パラグラフ」を参照することができます。

Returnキーを押し、パラグラフを表示します。

* Show View Point 

「視点」の種類の一覧を表示します。
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＝＝＝やってみよう＝＝＝

「ShowView Point」を Mous砂クリックしてください。

6.4.3 コマンド入カエリア

．キーボードやマウスから実行されたコマンドの履歴を表示します。

キーポードからの検索式の入力、実行指示もこの領城で行います。

＊マウスドキュメンテーションライン

マウスの操作によって何が実行できるかを表示します。
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6.5 ルールウィンドウ

検索式を記述して蓄積するウィンドウです。

カードシステムマネージャから「ルールカード」を Mouse-1クリックすることで開きます。

検索の方法と検索ルールの記述方法は「5要約検索」でくわしく説明します。

ルール記述には、現在2つのカードを提供しています。

検索式 (Prolog式）を記述するカード「retrieve」と類似語を定義するカード「用語整理」の 2つです。

「用語整理」は Prolog処理系内での検索述語に展開されるだけでなく、 cosmos操作時の類似キーワードの検索時

にも利用されます。

6.6 疑問点ウィンドウ

「キーワード」の設定作業過程で生じた疑問や意味の解らなかった語句を記述した QuestionCardの一質を表示

するウィンドウです。

===やってみよう＝＝＝

まず疑問カードを作りましょう。

バラグラフ上での Mouse-Rクリックで表示されるメニュ内の「 questioncard」を実行して下さい。

疑問や意味の解らなかった語句を記述するための Cardを作成します。

まず Cardのクイトルを指定します。

そして Cardをマウスで開き、そのなかに内容を記述します。

さあ、これで疑問カードができました。

＝＝＝やってみよう＝＝＝

さあ、作成した「疑問カード」を、 「疑問点ウィンドウ」を開いて見てみましょう。

このウィンドウは、カードシステムマネージャから「QuestionCase」を Mouse-Lクリックすることで開きます。

「疑問カード」の一覧が表示されますので、マウスボインクでつかんで Hyper+ Mouse-Lクリックします。

「疑問カード」 に記入された「パラグラフ」や「キーワード」に関係のあるキーワード階層構造を表示します。
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6.7 キーワードエディタ

「キーワード」や「視点」或は「キーワードリンク」について編集するウィンドウです。

カードシステムマネジャから「KeywordEditor」を Mouse-Lクリックすることで開きます。

また「キーワード」を Mouse-Rクリックして Menuから "EditKeyword"を選択することによっても、このウィ

ンドウに入ることが出来ます。

6.7.1 ウィンドウの各エリアの説明

• ディスプレイエリア

各コマンドの結果が表示されます。

• Current Candidatesエリア

現在編集作業の対象となるキーワードを表示します。

「キーワード」の Menuから "EditKeyword"を選択してキーワードエデイタに入った場合は、それらの

「キーワード」を表示します。

• Book Marksエリア

実行したコマンドの履歴を表示します。ここに表示されているコマンドを Mouse-Lクリックすると、前に表示

したそのコマンドの結果を再び見ることが出来ます。

6.7.2 操作方法～マウスによる操作～

* describe 

===やってみよう＝＝＝

Current Candidatesエリアで「キーワード」を Mouse-Lクリックするとその「キーワード」に対する「視点」と

「パラグラフ」名を表示します。

ディスプレイエリアで「キーワード」を Mouse-Lクリックするとその「キーワード」とその「キーワード」に付け

られている「パラグラフ」の内容をすぺて表示します。

* show-links 

＝＝＝やってみよう＝＝＝

Current Candidatesエリアで「キーワード」を Mouse-Mクリックするとその「キーワード」に付けられている

「キーワードリンク」とそのリンクによってつながっている「キーワード」を表示します。

* show-partial-hielarchy 

===やってみよう＝＝＝

ディスプレイエリアで「キーワード」を Mouse-Mクリックするとその「キーワード」に付いている「キーワードリ

ンク」の tree梱造の中から、その「キーワード」を中心としてその親と子に当たる部分のみを表示します。

もしその「キーワード」に「キーワードリンク」がセットされていない場合は、 「キーワード」と「視点」を表示し

ます。

* describe with similar keyword 

＝＝＝やってみよう＝＝＝

ディスプレイエリアで「キーワード」を control-shift-Mouse-Lクリックすると、その「キーワード」とその類似キー

ワードについて「視点」と「パラグラフ」名を表示します。
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類似キーワードを指定するルールについては、 「5要約検索」でくわしく説明します。

＊これらの操作は「キーワード」を Mouse-Rクリックして表示される Menuからも起動することが出来ます。

6.7.3 操作方法～コマンドメニューからの操作～

* Show Candidates 

===やってみよう＝＝＝

キーボードから編集したい「キーワード」の文字列を入力して下さい。

その文字列を含むタイトルを持つ「キーワード」があれば CurrentCandidatesエリアにそれらの「キーワード」を

表示します。

* Create New Keyword 

＝＝＝やってみよう＝＝＝

新しく「キーワード」を作成します。作成の手順は「キーワード」作成の項を参照してください。

ただしここで作成した場合は、対象となる「パラグラフ」を持ちません。 「パラグラフ」を付ける場合はディスプレ

イエリアに表示されている「キヘーワード」を Mouse-Rクリックして、 Menuから "Storeparagraph to this key-

word"をMouse-Lクリックします。

ここで、対象となる「パラグラフ」を Mouse-Lクリックして選択します。

選択が終われば「Return」を押すことによって処理が終了します。

* Synthesize Concept 

＝＝＝やってみよう＝＝＝

いくつかの「キーワード」を統合して一つの「キーワード」にします。

まず、統合したいいくつかの「キーワード」（ディスプレイエリアに表示されているもの）を Mouse-Lクリックしま

す。

「キーワード」を選び終わると「Return」を押して下さい。

次に新しく作る「キーワード」の作成に移ります。

この手順は「キーワード」作成の手順と同じですのでそちらを参照してください。

「キーワード」の作成が終了すると統合処理に入りますが、このとき統合する「キーワード」の中に「キーワードリ

ンク」を持つものがなければそのまま処理が進みます。

また、 「キーワードリンク」を持つ「キーワード」が 1つだけあれば、やはりその「キーワードリンク」を新しい「キー

ワード」が継承して処理されます。

しかし、 2つ以上の「キーワードリンク」に対して「キーワードリンク」が付けられていた拗合は、画面にそれらの

「キーワード」卜「キ9ーワードリンク」を表示しますので、必要な「キーワードリンク」の矢印を Mouse-Lクリッ

クすることによって選択して下さい。選択が終われば「Return」を押して下さい。

* Devide Concept 

一つの「キーワード」を分割します。

まず、分割したい「キーワード」（ディスプレイエリアに表示されているもの）を Mouse-Lクリックします。分割し

て新しく作る「キーワード」の作成の画面になりますが、作成の手順は「キーワード」作成の手順と同じですのでそ

ちらを参照して下さい。

次に新しく作る「キーワード」に前の「キーワード」のどの「パラグラフ」を入れるかを選択するウィンドウが開き

ます。ここで、前の「キーワード」に入れるものは "move"を、また前の「キーワード」にも残しておいて、新しい

「キーワード」に入れるものは "copy"を選択して下さい。
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選択が終われば "done"を、また処理を中断したいときは "abort"をMouse-Lクリックして下さい。

===やってみよう＝＝＝

"Synthesize Concept"によって統合した「キーワード」を対象にして実行してみましょう。

* Refresh Window 

各エリアをクリアします。ただし、 Current Candidatesエリアに表示されている内容は残ります。

* Clear Window 

各エリアをクリアします。 Current Cadatesエリアの内容もクリアされます。
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第 7章

要約検索

7.1 検索ルールの記述

「要約検索」は「要約検索ウィンドウ」において行います。

＾要約検索には「prolog処理系」を採用しています。利用者はこの「Prolog処理系」において、いかに示す述語を用

いて検索式を記述することで「要約」を得ることができます。

7.1.1 システム述語

＊ユーザ述語の定義

(assert (ユーザ述語引き数）

& rest body) 

＊ユーザ述語の削除

(retractユーザ述語）

＊副作用を期待した lisp式の評価

(eval (function argl arg2 ...) *variable) 

本述語の評価値は常に t(真）

＊評価値を期待した lisp式の評価

(call function argl arg2 ...) 

＊評価値，副作用を期待した lisp式の評価

(peval (function argl arg2 ...) *variable) 

*prologを指向した lisp関数の実行

(pcall function argl arg2 ...) 

△具体例△

(summary *x):-

（キーワード *xが文問リンクとしてC又Dと●●●

を持っていればそのリンク先の paragraph)

↓ 

(summary *x): — 
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(and (pcall keyword *x *xl) 

(p call link *xl *x2 C℃ 0) 

(p call link *xl *x2●●●) 

(print *x2)) 

この様な形式でのルール記述を可能ならしめるためには？

lisp関数は原則として次の要件を満足するものでなければならない。

引き数がnilで呼ばれたときは、その引き数に当てはまる objectのlistをreturn-valueとする。

引き数が複数存在するときは該当ペアの object-listのlistをreturn-valueとする。

すべての引き数がnil以外のときは、引き数群の関連の真偽を return-valueとする。

32 



＊ユーザ定義述語カードの読み込み

(read-user) 

＊定義述語の一覧表示

(_predicate) 

＊定義されたユーザ述語の内容表示

(listingユーザ述語）

**xと*yをコンスしたものが*zである

(cons *x *y *z) 

**xはリスト *yの要素である

(member-of *x *y) 

**xと*yをアペンドしたものが*zである

(append *x *y *z) 

*true 

(true) 

*not 

(not *x) 

＊真の評価が出るまで処理を続ける

(or predl pred2 ...) 

＊偽の評価が出るまで処理を続ける

(and predl pred2 ...) 

**xは変数である。（その評価時点では、変数以外と unifyされていない。）

(var *x) 

7.1.2 ユーザ定芸基本述語

＊検索範囲の指定

・"jt-i411"の2章に検索範囲を限定する。

(parent-list'(" jt-i411" "2")) 

・検索範囲の解除

(delete-parent-list) 

・検索範囲の判断

(contain-parent-list *x) 

・検索範囲の指定を有効／無効

(set-parent-list-flag) 
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(reset-parent-list-flag) 

＊キーワードの類似性を指定する。

・同等定義

(key-word-eq "REJ" "リジニクト,,)

・類似定義

(key-word-nearly-eq"…,, "???") 

・部分定義

(contents-of "レイヤ",,レイヤ 1") 

(contents-of "レイヤ,,,, レイヤ 2") 

＊キーワードの類似性を判断する

・同等定義

(key-word-equal *x *y) 

・類似定義

(keyword-nearly-equal *x *y) 

＊キーワードの類似性検索を有効／無効にする

・同等定義

(set-key-word-eq-flag) 

(reset-key-word-eq-flag) 

・類似定義

(set-key-word-near ly-eq-flag) 

(reset-key-word-nearly-eq-flag) 

・部分定義

(set-contents-of-flag) 

(reset-contents-of-flag) 

＊視点の類似性を指定する

(group gl"定義")

(group gl"用語定義")

＊視点の類似性検索を有効／無効にする。

(set-same-group-flag) 

(reset-same-group-flag) 

**xと*yは類似性のある視点である

(same-group *x *y) 

＊キーワード *kは*vを視点に持っている。

(has-key-word *v *k) 

＊キーワード *kはキーワードリンク *lを持っている
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(h経 key-word-link*k *l) 

＊キーワード *kのキーワードリンク *lにおけるルートは *rである

(is-root *r *k *l) 

＊キーワードリンク *lにおけるルート *rからのツリー構造を表示する

(show-tree *l *r) 

＊画面をクリアする

(clear-screen) 

＊文字列 *stringを吋ormatで出力する

(format *format *string) 

＊キーワード *key-wordを画面に表示する (present-self)

(display-key-word *key-word) 

**xはキーワードリンクを持っていない

(alone *x) 

**yは文字列*xに部分一致するクイトルを持つキーワードである

(bubun-itti *x *y) 
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第 8章

本の読み履歴ケース

8.1 「本の読み履歴ケース」とは

画面の右側に表示されているケースウィンドウです。

本を読む時、 『「ここら辺り」と「ここら辺り」を読もう』というような簡単な戦略を立てて読みますが、この読み

方戦略を簡単に表現できるようにしたのが、この「本の読み履歴ケース」です。

ここでは本のセクション・サプセクション・サブサブセクション・キーワード・パラグラフ等の項目を「見出し」と

して表示することができ、それらの「見出し」を通じてユーザは「読みたい」箇所をダイレクトに選び、読むことが

できます。

この時、 「目次ウィンドウ」と異なるのは次のような点です。

• 常に画面上に表示されている

• 一度見た箇所（一度オープンした「見出し」ケース）をもう一度見ることが容易である

• 次にどこを読めばいいのかを指示してくれる

• 「見出し」ケースを列挙して表示するだけではなく、図式表示も可能である

• 一冊の本に対して複数の「本の読み履歴ケース」を作成することができ、それらの問に順序を設けることがで

きる

• 順序関係上の前後関係の有無がすぐにわかるように表示する

8.2 操作方法

8.2.1 「見だし」ケースをオーブンする

翫的には表示されている「見だし」ケースを Mouse-Lクリックします。

その「見だし」ケースの内容としてオプジェクトが 1個存在するだけならば、そのオプジェクトに対応するウィンド

ウが開きます。

内容オプジェクトが 2個存在するならば、画面を分割して各オプジェクトの持つウィンドウが開きます。
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3個以上存在する場合、それらのオプジェクトを「見だし」ケースとするような次世代の「本の読み履歴ケース」を

作成し、表示します。

8.2.2 複数の「本の読み履歴ケース」を切替える

． 「見だし」ケースのオープン操作によって、その次世代の「本の読み履歴ケース」が表示されるようなことが起こ

ります。こうした時、一つ前に表示されていた「読み履歴ケース」に戻って表示させたい、あるいはさらに次々世代

の「読み履歴ケース」を表示させたいといった要望が出てくるでしょう。

このように「本の読み履歴ケース」を切替える揉作は、以下の通りです。

一つ前に戻る…… Hyper+Rメニュ中 "PrevReading Case" 

一つ次のものを見る••…·Hyper+ Rメニュ中 "NextReading Case" 

8.3 「本の読み履歴ケース」を作成する方法

今ここで表示されているのは、 「COSMOS操作オンラインマニュアル」という本のための、あらかじめシステム

によって作成された「本の読み履歴ケース」です。

ここでは、このケースの作成手順を説明します。

8.3.1 「本の読み履歴ケース」の作成方法～その一～

. 1. 「カードシステムマネージャ」上の TOOL-BOX中の「本の読み方作成ケース」を開きます。

2. Hyper + Mouse-Rクリックメニュ中の「CreateReading Case」 をMouse-Lクリックします。

3. 「本の読み履歴ケース」の項目を作成するためのボップアップが表示されます。

• 項目の実質内容となるオプジェクト（複数指定が可能）

1 個の場合•……•• そのまま表示

2個の場合………画面分割表示

3個以上の場合・・・・・・・・・

自動的にそれらを「見出し」ケースとした次世代の「本の読み履歴ケース」の作成

次のようなオプジェクトをマウスでキャッチし、 Mouse-Lクリックによって指定します。

"section" ,"subsectoin" ,"subsubsection" 

"keyword" ,"paragraph", その他リンク等

＊また、他の「本の読み履歴ケース」をオプジェクトとして指定することも可能です。

• 項目クイトル

クイトルを指定しなければ、項目として指定したオプジェクトのクイトルがセットされます。

4. 項目を指定終了する時は、このボップアップに何も入力せずに「DONE」します。
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5. 「本の読み履歴ケース」のクイトルを指定します。

8.3.2 「本の読み履歴ケース」の作成方法～その二～

．図式表示による「本の読み履歴ケース」を作成する方法を以下の通りです。

キーワードリンクによる階層構造表示（プレゼンテーションクイプ）をキャッチし、 Mouse-Lクリックすると、こ

の階層構造表示をとりこんだケースができます。
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第 9章

COSMOSオプジェクト一覧

COSMOSにおけるオブジニクトの機能、作成状況等の情報を以下に整理します。

＊ワープロ化文書の cosmosオプジェクトヘの変換ケース

機能概要 COSMOS初期操作環境を設定するための実行ケースを格納する

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 yes 

create manager 

only one 

作成タイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

: keyword-string=" welcome" 

: welcome 

＊本棚ケース

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

「本」オプジニクトを格納する

no 

no 

Select-A画面表示の有無 yes 

作成クイミング create-book 

存在個数（条件） only one 

認識方法

対応スクリプト

＊本ケース

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

:keyword-string="book-case" 

: book-case 

「巻 (TABLE-OF-CONTENTS)」オプジェクトを格納する

no 

no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

create-book 

複数

: keyword-string="book" 

: book 
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＊目次（巻）ケース

機能概要 「章、節」オプジェクトを格納する

大城変数管理の有無

変数名

no 

no 

Select-A画面表示の有無 no 

create-book 

複数

作成クイミング・

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

: keyword-string="table of contents" 

: table-of-contents 

＊ケース、節ケース、パラグラフカード

機能概要 「章、節」ケースは「パラグラフ」オプジェクトを格納する

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 no 

create-book 

複数

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法 : keyword-string=" section" ," subsection" ," paragraph" 

対応スクリプト なし

＊バラグラフケース

（パラグラフ毎のテンボラりなもの、当パラグラフは作成時に trash-caseに格納される）

機能概要 パラグラフの内容、付加情報（キーワード、リンク等）を表示する

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成タイミング paragraph open 

存在個数（条件） 複数

認識方法

対応スクリプト

:keyword-string=" p aragr ap h-case" 

: paragraph-case 

*キーワード

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

パラグラフから抽出した重要語句であり、そのパラグラフを格納する

no 

no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

キーワード作成時

複数

:keyword-string= " key-word " 

なし
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* This-isキーワード

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

同名のタイトルを持つキーワードを格納するケースオプジェクトである

no 

no 

-Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

＊視点

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

キーワード作成時にもしなければ作成

複数

:keyword-string= "thisis-keyword " 

なし

キーワードがそのパラグラフ内で、その何について書かれているかを

示すもので、キーワードを格納する

yes 

*view-point* 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

キーワード作成時にもしなければ作成

複数

認識方法 ヽヽ ・ : keyword-strmg= v1ew-pomt 

対応スクリプト なし

＊バラグラフウィンドウケース

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

Select-A画面表示の有無

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト :paragraph-window-case 

＊文間リンク（参照）の自動獲得ケース

‘‘ 

機能概要 文問リンク（参照）の自動獲得を実行するためのケースである

大城変数管理の有無 ： no 

変数名 ： no 

Select-A画面表示の有無 ： yes 

:init-extract-key-term 

1 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

: keyword-string="set-bpl " 

: set-bpl (*set-bpi-script*) 

＊重要語の切り出しケース
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機能概要

大数管理の有無

変数名

Select-A画面表示の有無

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

重要語の切り出しを実行するためのケースである

yes 

*term-manager* 

yes 

ini t-extract-key-term 

1 

: keyword-string= " term manager " 

なし

＊キーワードエディクケース

機能概要 キーワードを編集したり、キーワードリンクによる階層構造作成

のためのケースである

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 yes 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

ini t-create-cosmos-o b j ects 

1 

: keywc;,rd-string= "keyword-editor " 

: keyword-editor (*keyword-editor:-script *) 

＊キ-ワードメモケース（大城変数管理をしているもの）

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

yes 

*key-word-memo-case* 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

(create-keyword-memo-case)から作成する。

1 

: keyword-string= " keyword memo " 

: keyword-memo (*key-word-memo-case-script*) 

＊キーワードメモケース（大城変数管理をしていないもの）

機能概要 キーワードに関連して、整理しておきたいメモ事項を記述する

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

キーワードメモケースの作成ケースから作成する。

複数

: keyword-string= " keyword memo " 

対応スクリプト : keyword-memo (*key-word-memo-case-script*) 

＊検索ケース（汎用検索ケースを作成するケース）
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機能概要

大数管理の有無

変数名

疇饂ケースを作成するケースである

no 

no 

Select-A画面表示の有無 yes 

作成クイミング init-create-cosmos-obJects 

存在個数（条件） 1 

認方法

対応スクリプト

＊疇検索ケース

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

:keyword-string= "tool-create-retrieve " 

: retrieve-window (*tool-create-retrieve-script*) 

PROLOG式による検索を実行するケースである

no 

no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

"検索ケース"の object-window-menuで作成する。

複数

: keyword-string= "retrieve-window " 

: retrieve-window (*retrieve-window-case-script*) 

＊文間リンク表示ケース（キーワード関連文間リンク表示ケース）

機能概要 キーワード関連の文問リンクを表示するケースである

大城変数管理の有無

変数名

yes 

*key-word-display-bpl-case* 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

com-show-bpl-from-key-word時に存在しなければ作成。

1 

:keyword-string= "display-bpl-case " 

: show-bpl (*display-bpl-window-case-script*) 

＊文間リンク表示ケース（巻、章、節関連文問リンク表示ケース）

機能概要 巻、章、節関連の文問リンクを表示するケースである

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 no 

com-show-bpl 

複数

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法 : keyword-string= "display-bpi-case " 

対応スクリプト : show-bpl (*display-bpl-window-case-script*) 

＊検索 BPLケース
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機能概要 検索結果関連の文間リンクを表示するケースである

大数管理の有無

変数名

no 

no 

Select-A画面表示の有無 yes 

作成タイミング init-create-cosmos-obJects 

存在個数（条件） 1 

認識方法 “ : keyword-strmg= retneve-bpl-case 

対応スクリプト なし

＊文間リンク表示ケース

“ 

機能概要 検索結果関連の文間リンクを表示するケースである

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 no 

饂検索ケース作成時

汎用検索ケース毎に 1個

作成タイミング

存在個数（条件）

認識方法 : keyword-string= " display-retrieve-bpl-c邸 e" 

対応スクリプト : show-bpl (*display-retrieve-bpl-win(:iow-case-script*) 

＊キーワード階層構造表示（キーワード階層構造表示ケース）

機能概要 キーワード階層構造を表示するケースである

大城変数管理の有無

変数名

yes 

*keyword-hierarchy-case* 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

＊検索 HierarchyCase 

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

(create-popup-window) 

1 

: keyword-string= " display keyword hierarchy c邸 e" 

: keyword-hierarchy (*keyword-hierarchy-script*) 

検索結果関連キーワード階層構造表示ケースを格納する

no 

no 

Select-A画面表示の有無 yes 

作成クイミング init-create-cosmos-obJects 

存在個数（条件） 1 

認識方法 :keyword-string= " retrieve-hierarchy-case " 

対応スクリプト なし

＊キーワード階層構造表示（検索結果関連キーワード階層構造表示ケース）
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機能概要 検索結果関連のキーワード階層構造を表示するケースである

大城変数管理の有無

変数名

no 

no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング 汎用検索ケース作成時

存在個数（条件） 汎用検索ケース毎に 1個

認識方法 :keyword-string= "display-retrieve-keyword " 

対応スクリプト : keyword-hierarchy (*display-retrieve-keyword-script*) 

＊キーワード階層構造表示 （視点内キーワード階層構造表示ケース）

機能概要 視点内のキーワード階層構造を表示するケースである

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

com-show-hierarchy-with-this-view-point 

各視点毎に 1個

対応スクリプト

: keyword-string= "view-point hierarchy case " 

: keyword-hierarchy-view 

(*view-point-hierarchy-case-script*) 

＊キーワード階層構造表示ケース

機能概要 キーワード階層構造を表示するケースを作成するケースである

大城変数管理の有無 no 

変数名 • no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング キーワード階層表示ケースの作成の object-window-menuから

存在個数（条件） 複数

認識方法 なし

対応スクリプト : keyword-hierarchy (*keyword-hierarchy-case-script*) 

＊ギーワード（視点）ケース (Select-A画面に表示されているもの）

機能概要 』 キーワードを視点毎に整理して表示するケースアイコンである

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 yes 

init-create-cosmos-objects 

1 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法 keyword-string= " keyword case " 

対応スクリプト : keyword-case (*keyword-case-script*) 

＊キーワード（視点）ケース (Select-A画面に表示されないもの）
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機能概要 キーワードを視点毎に整理して表示するケースである

大城変数管理の有無

変数名

no 

no 

Select-A画面表示の有無 no 

．作成クイミング

存在個数（条件）

キーワードケースの作成ケースの object-window-menuから。

複数

認識方法 keyword-string= "keyword case " 

対応スクリプト : keyword-case (*keyword-case-script*) 

＊視点自動獲得用辞書カード

機能概要 視点の自動獲得実行のための構文解析用の辞書を定義する

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 yes 

作成クイミング init-create-cosmos-objects 

存在個数（条件） 1 

認識方法 :keyword-string= " dictionary " 

対応スクリプト : view-acquire-die (*view-acquire-die-script*) 

＊視点自動獲得用文法カード

機能概要 視点の自動獲得実行のための構文解析用の文法を定義する

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 yes 

作成クイミング ini t-create-cosmos-o b j ects 

存在個数（条件） 1 

認囃方法 “ : keyword-strmg= grammar “ 
対応スクリプト : view-acquire-gram (*view-acquire-gram-script*) 

＊視点自動獲得用視点決定ルールカード

機能概要 ・ 視点自動獲得時、文章パクーンから視点を決定するルールを定義する

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 no 

init-create-cosmos-objects 作成クイミング

認識方法 'ヽ.: keyword-strmg= view-expert-rule " 

対応スクリプト なし

＊視点自動獲得用視点決定ルールケース
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機能概要 視点自動獲得用視点決定ルールカードを格納する

大城変数管理の有無

変数名

no 

no 

Select-A画面表示の有無 yes 

init-create-cosrnos-objects 作成クイミング

認識方法
．ヽヽ・ ヽヽ

: keyword-strmg= view-expert-rule-case 

対応スクリプト なし

＊ツールケース

機能概要 諸機能を持つケース作成ケースを格納する

大城変数管理の有無

変数名

no 

no 

Select-A疇表示の有無 yes 

作成クイミング init-create-cosmos-obJects 

存在個数（条件） 1 

認識方法

対応スクリプト

:keyword-string= "tool-box " 

: tool-box (*tool-box-script*) 

＊キーワード階層構造表示ケース作成ケース

機能概要 キーワード階層構造表示ケースを作成するケースである

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 no 

init-create-cosmos-objects 

1 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

: keyword-string= "tool-create-keyword-hierarchy " 

: tool-create-keyword-hierarchy 

(*tool-create-keyword-hierarchy-script*) 

＊キーワードケース作成ケース

機能概要 キーワードケースの作成を行なうケースでツールケースに格納されている

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 .no 

init-create-cosmos-objects 

1 

作成タイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

: keyword-string= "tool-create-keyword-case " 

: tool-create-keyword-case 

(* 1 too -create-keyword-case-script*) 

＊キーワードメモケース作成ケース
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機能概要

大城変数管理の有無

変数名

キーワードメモケースを作成するケースである

no 

no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

＊文分割ケース

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

init-create-cosmos-objects 

1 

: keyword-string= " tool-create-keyword-memo-case " 

: tool-create-keyword-memo-case 

（＊ tool-create-keyword-memo-case-script*) 

文分割による変換ファイルの作成ケースである

no 

no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成タイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

＊文分割ケース作成ケース

文分割ケース作成ケースから作成する

1 

: keyword-string= " text-to-sentence " 

: text-to-sentence 

(*text-to-sentence-script*) 

機能概要 文分割ケースを作成するケースである

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認方法

対応スクリプト

＊検索ルールカード

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

init-create-cosrnos-objects 

1 

: keyword-string= " text-to-sentence-case " 

: text-to-sentence-case 

（＊ tool-create-text-to-sentence-case-script*) 

検索ルールを定義する

no 

no 

Select-A画面表示の有無 yes 

作成クイミング

存在個数（条件）

認方法

対応スクリプト

＊類似語定義カード

任意

複数

“ : keyword-strmg= retrieve 

なし
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機能概要

大数管理の有無

変数名

用語整理カードとして、キーワードや視点等の類似関係を定義する

no 

no 

Select-A画面表示の有無 yes 

・作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

*座標カード

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

任意

複数

: keyword-string= "similar-word " 

なし

COSMOSオプジェクトの初期画面上の座標デークを定義する

no 

no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

＊疑問ケース

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

create-manager 

1 

: keyword-string= "coodinates-of-cosmos-object " 

なし

疑問カードを格納する

yes 

* . question-case ＊ 

Select-A画面表示の有無 yes 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

＊疑問カード

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

(set-question-card)時にもし存在しなければ作成

1 

: title= " Question Case " 

なし

意味不明の語句や理解出来なかった語句等を書き留めておくカードである

no 

no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング （ set-question-card) 

存在個数（条件） 1 

認識方法 :keyword-string= "question-card " 

対応スクリプト なし

*SDLケース

49 



機能概要 SDL医オプジェクトを格納する

大湛変数管理の有無

変数名

yes 

*cosmos-sdl-case-in-this-manager* 

Select-A画面表示の有無 yes 

作成クイミング (open-gr)時にもし存在しなければ作成

存在個数（条件） 1 

認識方法 :keyword-string= " sdl temporary case " 

対応スクリプト : sdl-case (*sdl-case-script*)今はまだない！

* Book-Titleカード

機能概要 「本」オブジェクトのクイトルをとりまとめる

大城変数管理の有無

変数名

no 

no 

Select-A画面表示の有無 yes 

作成クイミング init-create-cosmos-objects 

存在個数（条件） 1 

認識方法 : keyword-strmg= " book-title “ 

対応スクリプト ： book-title (*book-title-card-script*) 

* Fig Tab Fileカード

機能概要 図表のクイトルおよび番号をとりまとめる

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 yes 

作成クイミング m1t-create-cosmos-objects 

存在個数（条件） 1 

認識方法 ： keyword-string= "fig-tab-file “ 

対応スクリプト ： fig-tab-file (*fig-tab-file-card-script*) 

* Text Sequenceリンク

機能概要 本の章、節、パラグラフ問の順序関係を管理する

大城変数管理の有無 no 

変数名

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング create-book 

存在個数（条件） 1 

認識方法 :title= "text sequence " 

対応スクリプト なし

＊疑問リンク
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機能概要

大城変数管理の有無

変数名

疑問の発生したパラグラフと、疑問カードとを関連づけるリンクである

yes 

*question-link* 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

＊検索ケースリンク

機能概要

頑変数管理の有無

変数名

(set-question-card)時にもし存在しなければ作成

1 

: title= "question-link " 

なし

汎用検索ケースと、それに対応するキーワード階層構造表示ケース

とを関連づけるリンクである

yes 

*retrieve-case-link* 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング 汎用検索ケース作成時にもし存在しなければ作成

存在個数（条件） 1 

認識方法 ： title='、RetrieveCase Link " 

対応スクリプト

＊キーワードリンク

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

なし

キーワード問の関係を管理する

yes 

*key-word-link* 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認囃方法

対応スクリプト

＊文問リンク

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

キーワード作成時にもし存在しなければ作成

1 

: keyword-string= " key-word-link " 

なし

パラグラフ問の関係を管理する

yes 

*between-paragraph-link* 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

キーワード作成時にもし存在しなければ作成

1 

: keyword-string= "between-paragraph-link " 

なし

＊検索結果オプジェクト格納ケース
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機能概要 検索結果をこのケースに格納してから、このケースを BPL表示ケースに格納する

大城変数管理の有無

変数名

no 

no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング (show-bpl-from-keyword) (display-result-of-paragraph) 

存在個数（条件） 複数

認識方法

対応スクリプト

:keyword-string= "object for bpl " 

なし

* Initial Process Controlケース

機能概要 初期揉作環境の設定に必要なデークカードを格納する

大城変数管理の有無 no 
変数名 no 

Select-A画面表示の有無 yes 

作成クイミング create manager 

存在個数（条件） 1 

認識方法

対応スクリプト

:keyword-string= "initial process control " 

: initial-process-control 

*スクリプトカード

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

COSMOSオプジェクトにセットされるスクリプトを管理する

no 

no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認方法

対応スクリプト

create manager 

1 

: keyword-string= " script " 

: script-value-set (*script-value-set-script*) 

* Term Manager辞書カード

機能概要 TTC標部用語として切り出したい語句を定義する

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 no 

create manager 

1 

作成クイミング

存在個数（条件）

認方法 : keyword-string= " term dictionary " 

対応スクリプト : term-dictionary (*term-dictionary-script*) 

＊文問リンク定義カード
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機能概要 文間リンクとするリンクのクイトルや属性を定義する

大城変数管理の有無

変数名

no 

no 

Select-A画面表示の有無 NO 

作成クイミング create manager 

1 存在個数（条件）

認識方法 : keyword-string= "set-bpl-control " 

対応スクリプト : set-bpl-control (*ser-bpl-control-sript*) 

*COSMOS痴嘩明書自動作成ケース

機能概要 COSMOS操作説明書の自動作成を行なう

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング create manager 

存在個数（条件） 1 

認識方法
ヽヽ・: keyword-string= mi t-create-operation-manual 

対応スクリプト

＊本自動作成ケース

機能概要

大城変数管理の有無

変数名

:init-create-operation-manual 

本の作成を行なう

no 

no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

create manager 

1 

: keyword-string= "init-create-book " 

: init-create-book 

＊重要語の自動切り出しケース

“ 

機能概要 「本」オプジェクトから、 term-manager辞書に従って

重要語の自動切り出しを行なう

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 no 

create manager 

1 

作成クイミング

存在個数（条件）

認識方法

対応スクリプト

: keyword-string= "init-extract-key-term " 

: init-extract-key-term 

＊文問リンク自動作成ケース
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機能概要 「本」オプジニクトから、文間リンク定義カードに従って

文間リンク自動作成を行なう

大城変数管理の有無

変数名

no 

no 

・Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング create manager 

存在個数（条件） 1 

疇方法
ヽヽ・・ ・・. " : keyword-string= m1t-auto-bpl-acqms1t1on 

対応スクリプト : init-auto-bpl-acquisition 

*COSMOS参照オプジェクト自動作成ケース

機能概要 COSMOS参照オプジェクト（キーワードエディタ、キーワードケース等）

の自動作成を行なう

大城変数管理の有無 no 

変数名 no 

Select-A画面表示の有無 no 

作成クイミング create manager 

存在個数（条件） 1 

疇 方法

対応スクリプト

:keyword-strmg= "init-create-cosmos-objects " 

: init-create-cosmos-objects 
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第 10章

電子化ドキュメント化の仕様

10.1 はじめに

通信知職体系化では、文書からの知識整理を考えている。そのため支援ツールとして、

1. 竃子化（ワープロ化）文書の作成

2. 文分割プログラム

3. SDL図式エディク

4. カードヘの変換プログラム

が必要となる。

10.2 文書資料のワープロ化仕様

10.2.1 文書資料の変換

1. 記号はすぺて全角で入力する。

数字、記号、漢字、ひらがな、カクカナはすぺて全角。 （特に‘半角カナは使用禁止とする）

2. 読点（、）、句点（。）はすぺて（、。）に統一する。

文章の中に、読点として（，）、句点として（．）があればすぺて読点h.l、句点h...lに統一する。

ただし、アルファベットの区切り、数字の中、記号の中はすぺてそのまま、（，）、（．）を用いる。

3. 入力は駆TEX形式に従う。章だて、節、段落付けは以下の形式で行う。

• 章の前には ¥section{章の名前｝を付ける。

• 節の前には ¥subsection{節の名前｝を付ける。

• さらに細かい節の前には、 ¥subsubsection{節の名前｝を付ける。

• それよりさらに細かい節の前には、 ¥subsubsubsection{節の名前｝を付ける。

• 段落の区切りの前には、 ¥parを付ける。

• 段落の区切りではなく、文の切れ目には、 ¥neYlineを付ける。

項目分け等で（。まる）がなく、改行（文問が空いているなど）がある場合、 ¥neYlineを用いる。

• 段落の区切りには、 ¥parのみを付ける。 ¥neYlineは付けない。
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• ページの始まりは、 ¥startpage{ページ番号｝を付ける。

また、ページの終わりでは、 ¥clearpage{ページ番号｝を付ける。

• ローマ数字はすぺて (I、アイ）、 (V、ブイ）で表現する。

例： I⇒ I、IV⇒IV 

• 記号Kmなどはすぺて英文字に置きかえる。

例： Km⇒ Km、① ⇒(1) 

• 章の名前、節の名前、図、表の名前の中に、．（中点）がある場合、 ピリオドに置きかえる。

• ①は (1)に置きかえる。

• 図、表によって、文が切れている時は切らないで、続けて書く。

• マイナス（一）記号は英数のマイナスを用いる。 この時、ひらがなの長音（一）は使わない。

本文中のひらがなの長音（一）は長音（一）のままで良い。

4. 目次、索引

• 目次は 1つの sectionとする。項目毎に ¥newlineを入れる。

例： ¥section{目次｝

1. 概要..................................................................1 

¥newline 

2. 概念と用語・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..................................2 

¥newline 

0 0 0 

• 索引は大見出しがある場合、 1つの subsectionとする。項目毎に ¥newlineを入れる。

例： ¥subsection{U} 

unit data ユニットデータ... 1 

¥newline 

Unknown 不定 .............. 2 

¥newline 

0 0 0 

5. 図、表について

図は、以下のように変換する。

¥begin{'figure 図の番号｝

図に対する説明、コメントなどがあれば出く。

0 0 0 

¥caption{図のクイトル、標題｝

¥end{figure} 

表についても同様に、以下のように変換する。
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¥begin{table 表の番号｝

表のデータを横並びに書く。

例： a & b & c & ¥¥ ¥hline 

0 0 0 

¥caption{表のクイトル、標題｝

表に対する説明、コメントなどがあれば書く。

¥end{table} 

6. 脚注について

本文中の対応するところで、 ¥:footnote{脚注の内容．．．．｝と害く。

ただし、（注）のように、本文中にある場合はそのまま本文として書く。

7. 以上まとめると、記号（コマンド）には以下の種類がある。

章だてについて、

¥section{} 

¥subsection{} 

¥subsubsection{} 

¥subsubsubsection{} 

ページの区切りについて、

¥clearpage{} 

¥startpage{} 

段落付けについて、

¥par 

段落の区切りではなく、（。まる）がなく文の切れめの時について、

¥newline 

表について、

¥begin{table} 

0 0 0 

表の線は＆

表の後ろの線は ¥hline

¥caption{表の題名｝

¥end{table} 

図について、

¥begin{:figure} 

0 0 0 

¥caption{図の題名｝

¥end{figure} 
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脚注について

¥iootnote{} 

その他の数学記号について

上線 ¥overline{}

上カッコ ¥overbrace{}

下カッコ ¥underbrace{}

文字の上につく場合、 ¥hat

上付き、下付きに関しては、

たとえば、 X―2(上付き） => X - 2、x_2(下付き） => X _ 2に変換する。

その他の記号については、ワープロ上にあるキーを使ってもよい。

＊、・（中黒）、◎、 O、△、▲、 □、◇、 x、 ←、→、_(記号で使われる下線）、—、

↑、 I、a、B、などはそのまま全角で入力する。

10.2.2 SDL図のイベントオプジェクト仕様への変換

SDL図をイベントオプジェクト仕様 (SALの形式）へ変換する。詳しくは、論文1を参照のこと。

1. すぺての状態に番号を付ける。原則としては、上から下、左から右(Prologと同じ）

2. 符号(+、-、 I)を付ける。

＋は受信、ーは送信を表す。 Iはorを表す。

3. 条件分妓があれば、それを分けて書く。

4. ループの場合は要注意

以下に例を示す。

p1: :{ 

s0: +() -> s1; もし、注があればここに書く。

s1: +() -> s2; 

0 0 0 

s16: +() -> exit; } 

¥begin{:figure図6-1/JT-!430}

レイヤ 1起動：：｛

s0:X¥under2 1=8 X¥under2 2=10->s1; 

s1:F=O->s2; 

s2:C=O->s3; 

s3: 信号待ち；

s3:+(Eビット受信）一>s41+(データ要求提出受付）一>s19;

s4: .i:f(E=1?=N)->s2l .i:f(E=1?=Y)->s5; 

1「並行プロセスを基本とした交換プログラム仕様の階層的検証法」（伊藤、市川 (NTT))
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s5: .if(C=11?=N)->s61.if(C=11?=Y)->s3; 

s6:C=C+1->s7; 

s7: .if(C~X\under2 1=N)->s31.if(C~X\under 

2 1=Y)->s8; 

錢：X¥under2 1=8->s9; 

s9: .if(C~X\under2 2?=N)->s11l .i士 (C~X\und

er2 2?=Y)->s10; 

s10:X¥under2 2=10->s11; 

s11:.if(F=1?=N)->s31 .if(F=1?=Y)->s12; 

s12: .if(C~X\under2 1?=N)->s3l .if(C~X\und 

er2 1=Y)->s13; 

s13:-(最初のDビット送出）一>s14;

s14:Eビット待ち；

s14:+(Eビット）→s15; 

s15:.if(D=E?=N)->s21.i:f(D=E?=Y)->s16; 

s16: .i士(Dビットはまだあるか=N)->s181.i士(Dビットはまだある

か=Y)->s17;

s17:-(次の Dビットの交信）→s14; 

s18:i=1なら X¥under21=9 i=2なら X¥under22=11-

>s1; 

s19: .if(優先クラス?=1)->s20I. if (優先クラス?=2)->s2

1; 

s20:i=1->s22; 

s21:i=2->s~2; 

s22:F=1->s12;} 

¥newline 

D:Dチャネルビット

¥newline 

E:Dエコーチャネルビット

¥newline 

F: フレームが待状態であることを示すフラグ

¥newline 

C:Dエコーチャネルで検出された連続した「1」の数

¥newline 

X¥under2 1: 優先クラス 1のしきい値

¥n.ewline 

X¥under2 2: 優先クラス 2のしきい値

¥newline 

i : 優先クラス識別子

¥newline 

¥caption{(CCITT I.430)Dーチャネルアクセスの実施法の SDL表示｝

¥end{figure} 
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10.2.3 SDL図式エデイタを用いた変換

SDL図をイベントオブジニクト仕様(SALの形式）へ変換すると伴に SDL図式エディクを用いた変換も行なう。

SALへの変換は、テキストとしての処理を考慮したものであり（検証など）、図式への変換は図の意味を考えながら

の処理を考虞したものである。図 1参照。

10.3 文分割プログラムについて

ワープロ化された文章をある構造を持った単位に分割する。そのプログラムの仕様を以下に記述する。

• 入力form:(text-to-sen tense入力file名， &optionalappend-switch, 出力file名， default-chapter-number)

• 出力form:入力file名＋章番号

入力fileに複数の章番号がある場合は、複数のfileを出力する。ただし、 append-switchがTの時は複数の file

をまとめて一つにして出力する。このときは、出カファイル名も同時に指定すること。

章番号が指定されていない章については、デフォルト章番号が採用される。複数存在するときは、デフォルト

章番号を一つづつ加算して使用する。 （デフォルトは0)

• 管理すべき変数：

1. 章番号

2. 段落番号

3. 文番号

• 定義：

1. 章：

¥section、または ¥subsectionで始まり、次の ¥section、¥subsectionの手前で終る範囲をいう。

2. 章番号：

¥section、または ¥subsectionの直後の｛から｝までの数字の．（ピリオド）、ー（マイナス）．（中点）

を一（ハイフォン）に変換したもの。また、図番号、表番号についても同様とする。

3. 段落：

(a)段落の切れ目

i. ¥section、または ¥subsectionの直後の｛｝の後

ii. ¥parの直後（但し、図、表の中では、 ¥parは段落の切れ目とはならない）

(b)図、表

4. 文：

i. ¥begin{table(または、 figure)}で始まり ¥end{・・・｝で終わる範囲をいう。

ii. 図、表は段落の一種とする。

iii. 図中の ¥-.footnote{で始まり｝で終わる範囲は図、 表の一種とする。 ¥caption{}と同じ扱で

ある。

(a)通常の文の切れ目は、原則として（。まる）である。 これ例外には、？がある。また、・¥newlineを

含むこともある。

(b)表、図中の文の切れ目の優先順位は、（。まる）、 ¥hline、"return"、¥newlineの順である。
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• 処理：

1. 文の分割

(a) ¥section、¥subsectionの処理

直前の章の fileをクローズし、新たな fileを作成する。段落番号、文番号をリセットする。

(b) "space"の処理

"space space"のような一個以上の "space"は単一の "space"に変換する

(c) ¥parの処理

i. 通常は段落番号を更新する。

ii. 直前の段落が空の禍合は段落番号の更新は行なわない。

(d) ¥newlineの処理

i. 通常は読み飛ばす。

ii. 表、図中の ¥newlineは文番号の更新とする。

(e) .(ピリオド）の処理

．（ピリオド）は、そのままにしておく。

(f) ,(コンマ）の処理

，（コンマ）は変換せず、そのまま出力する。

(g) "return"の処理

i. 通常は読み飛ばす。

ii. 表、図中の "return"はその表、図中に（。まる）、 ¥hline、が無い場合に限り、その行を文と見

なし、文番号の更新とする。

(h)表、図中の処理

表、図が段落中に現われた湯合は、現段落の終了後に表、図を置く。

(i)段落の処理

段落が更新された時は ¥par十段落番号を挿入する。

(j)文の処理

文が更新された時は、文頭に ¥sen十文番号を挿入する。

(k)行番号の処理

各行の先頭に、各章ごとに通しの行番号を付ける。出カファイルが一つのときは、連番とする。 (append-

switchがonの時）

(1) ¥startpage、¥clearpageの処理

¥clearpageの後のLは削除する文の途中に ¥clearpageがある場合は前文の最後に ¥clearpage

を婁く。

(m) ¥hlineの処理

文番号を更新する。ただし、図表類のみに限る。

(n) ¥captionの処理

¥captionの後の｝迄を一文とする

(o)その他

次の部分は変換テープルを用いて変換する。この場合、後のスベースは削除する。 テープルは後で

エディットできるようにすること。 この部分は現在のところそのまま出力すること。

ただし、昔の電子化文書の場合は以下のように変換する。 関数 (japanese:jis-to-char)を用いて、対

応する JIS漢字コードを出す。
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(a)¥bullet 

(b)¥rightarrow 

(c)¥under2 

(d)¥sim 

(e)¥alpha 

(:f) ¥11 

(g)¥gg 

(h)¥ast 

(i)¥box 

(j)¥bigtriangleup 

(k)¥times 

(l)¥bigcirc 

(m)¥mu 

(n)¥omega 

(o)¥odot 

(p)¥uparrow 

(q)¥div 

(r)¥gamma 

(s)¥doteq 

(t)¥diamond 

(u)¥wedge 

(v)¥hat2 

• (JIS漢字コード表 x(16進）2126) 

→ (jis x217A) 

_(under bar) 

-(childer) 

a (jis x2641) 

¥11(変換なし）

¥gg(変換なし）

*(asterisk) 

□ (jis x2222) 
¥bigtriangleup(変換なし）

X (jis x215F) 

0 (jis x217B) 

μ(jis x264C) 

w (jis x2658) 

◎ (jis x217D) 

↑ (jis x222C) 

/(devide) 

I'(jis x2623) 

¥doteq(変換なし）

◇ (jis x217E) 

(jis x224A) 

-(hat) 

ただし、次の部分はそのままにしておく。

(a)¥hat 

(b)¥overline 

(c)¥overbrace 

(d)¥underbrace 

変換テープルに無い"¥…"はそのままにし、別ファイルに書き出す。

2. インデックスの作成

(a) indexから本文中の文をだす。

(b)図、表の対応indexを文章中からだす。

＝＝＞図 1= clm02:>ikeno>text>teltst-2-2.text 3 ¥subsection 2-2 ¥fig 1 ¥page 7 

(c) (a)と(b)を使って、単語、または図、表を、 mousesensiteveな領域として、クリックしたらその

対応表をつくり、本文を表示する。

以下にオリジナルの文章、および変換後の文章を示す。

10.3.1 オリジナルの文章

¥section{4. 配線横成の形式｝

¥newline 
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¥par 

ユーザ・網インクフニースの竃気的特性は、ユーザ構内の様々な配線構成についてのあ

る特定の仮定に基ずいて決定される。これらの仮定は、本標準の付録 1に記述する追加事

項とともに、 4.1節と 4.2節の 2つのおもな配線構成で確認される。図4-1/JT

-I430にユーザ構内の配線の一般的参照構成を示す。

¥newline 

¥c_learpage{ 4} 

¥startpage{5} 

¥begin{figure図4-1/JT-I430}

TEO IAO TR TE1 IA1 TEn IAn B TR IB NT 

¥newline 

TR: 終端抵抗

¥newline 

I: 電気的インクフェース

¥newline 

B:NTが終端抵抗 (TR)を内蔵した場合の IBの位置

¥caption{(CCITT I.430)ユーザ構内における配線の形態｝

¥end{figure} 

¥newline 

¥subsection{4.1ボイント・ポイント構成｝

¥newline 

¥par 

ボイント・ボイント配線構成とは相互接続回路上でただ 1つの送信部とただ 1つの受信

部とが相互に接続されることを意味する。

¥par 

ポイント．ポイント構成を図4-2/JT-I430に示す。

¥begin{figure図4-2/JT-I430}

TE TR TR NT 

¥newline 

TR: 終端抵抗

¥newline 

¥caption{(CCITT I .430)ボイント・ボイント構成｝

¥end{:figure} 

¥clearpage{5} 

¥startpage{6} 

¥newline 

¥subsection{4.2ボイント・マルチポイント構成｝
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10.3.2 変換後の文章

200 ¥section 4 {4. 配線構成の形式｝

201 ¥par 1 

202 ¥sen 1ユーザ・網インクフニースの電気的特性は、ユーザ構内の様々な配線撰成についてのある特定の仮定に

基ずいて決定される。

203 ¥sen 2 これらの仮定は、本標準の付録 1に記述する追加事項とともに、 4.1節と 4.2節の 2つのおもな配線

構成で確認される。

204 ¥sen 3図4-1/JT-I430にユーザ構内の配線の一般的参照構成を示す。

205 ¥endpage 4 

206 ¥startpage 5 

207 ¥:fig 4-1 

208 ¥sen 1 ¥begin {:figure図4-1/JT-I430}

209 ¥sen 2 TEO IAO TR TE1 IA1 TEn IAn B TR IB NT 

210 ¥sen 3 TR: 終端抵抗

211 ¥sen 4 I: 電気的インクフェース

212 ¥sen 5 B:NTが終萄脂氏抗 (TR)を内蔵した場合の IBの位置

213 ¥sen 6 ¥caption {(CCITT I.430)ユーザ構内における配線の形態｝

214 ¥sen 7 ¥end {:figure} 

215 ¥subsection 4-1 {4.1ポイント・ポイント構成｝

216 ¥pa±1 

217 ¥sen 1ポイント・ボイント配線構成とは相互接続回路上でただ 1つの送信部とただ 1つの受信部とが相互に

接続されることを意味する。

218 ¥par 2 

219 ¥sen 1ポイント．ポイント構成を図 4-2/JT-I430に示す。

220 ¥:fig 4-2 

221 ¥sen 1 ¥begin {:figure図4-2/JT-I430}

222 ¥sen 2 TE TR TR NT 

223 ¥sen 3 TR: 終端抵抗

224 ¥sen 4 ¥caption {(CCITT I .430)ボイント・ボイント構成｝

225 ¥sen 5 ¥end {:figure} 

226 ¥endpage 5 

227 ¥startpage 6 

228 ¥subsection 4-2 {4.2ポイント・マルチポイン 9卜描成｝
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第 11章

ドキュメント解析プログラムの起動法

11.1 機能概要

ドキュメント解析プログラムは以下のモジュールで構成され、ドキュメント解析用のファイルとそのインデック

ス・ファイルを作成することができます。

1. テキスト・ファイル変換プログラム

電子化されたテキスト・ファイルをドキュメント解析用のファイルに変換します。

2. 単語のインデックス作成プログラム

ドキュメント解析用ファイルと単語を指定して、ファイル内での参照インデックスを作成します。

3. 図表のインデックス作成プログラム

ドキュメント解析用ファイルに含まれる図表の参照インデックスを作成します。

11.2 保存場所

ドキュメント解析プログラムは、以下のディレクトリに保存されています。

CLM01:>local>binaェy>text>

11.3 起動方法

実行方法は、各々以下のとうりです。

1. テキスト・ファイル変換

Command: Load File CLM01: >local>binary>text>text-to-sentence 

Command: (text-to-sentence input-file &optional append-sw output-file default-chapter-number) 

2. 単語のインデックス作成

Command: Load File CLM01: >local>binary>text>make-word-address 

Command: (make-word-address input-file word output-file output-sw) 

3. 図表のインデックス作成

Command: Load File CLM01: >local>binary>text>make-:figure-address 

Command: (make-figure-address input-file output-file output-sw) 
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第 12章

ドキュメント解析プログラムの構成

ドキュメント解析プログラムは以下のモジュールより構成されています。

1. テキスト・ファイル変換プログラム

電子化されたテキスト・ファイルをドキュメント解析用のファイルに変換します。

2. 単語のインデックス作成プログラム

ドキュメント解析用ファイルと単語を指定して、ファイル内での参照インデックスを作成します。

3. 図表のインデックス作成プログラム

ドキュメント解析用ファイルに含まれる図表の参照インデックスを作成します。
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第 13章

ドキュメント解析用ファイルの構造

ドキュメント解析用ファイルは大きく章、段落、文という構造になっています。尚、段落には図、表を含みます。ファ

イルの各行は以下の様な形をしています。

ファイル内連番ドキュメント内容識別子ドキュメント内容

ドキュメント内容識別子には章、段落の始まりを示すものや、ひとつの文であることを示すも、ページの区切りを

表すものがあります。

1. 章の始まり

¥section、¥subsetionでドキュメト内容は章番号、章名が入ります。

2. 段落の始まり

図の時 ¥fig、表の時 ¥tab、以外は ¥parで、ドキュメト内容には図表の時は、図表番号、図表名が入り、そ

れ以外は段落の番号が入ります。

3. 文を表す

¥senでドキュメント内容は文の内容が入ります。

4. ページの区切り

¥pageでドキュメント内容はページ番号が入ります。
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第 14章

プログラムの仕様説明

次ページ以降に以下のプログラムについての仕様を説明します。

text-to-sentenceテキスト・ファイル変換プログラム

make-word-address単語のインデックス作成プログラム

make-figure-address図表のインデックス作成プログラム
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14.1 text-to-sentenceテキスト・ファイル変換プログラム

14.1.1 形式

(text-to-sentence input-filename &:optional append-sw output-file default-chapter-number) 

input-filename入カファイル名を指定する。

append-sw出カファイルをひとつにするかを指定する。

devideの時分割、 appendの時ひとつに出力する。 （デフォルトは devide)

output-file append-swが appendの時出カファイル名を指定する。

default-charpter-number章観が指定されていな応章が現れた時にセットする章番号を指定する。

（複数存在する時は指定した値に 1づつ加えたものを使用する。デフォルトは 0)

14.1.2 機能

指定された入カファイルに対して、以下の処理を行いドキュメント解析用ファイルを作成します。

1. 章によるファイル分割

章の始まりを示す ¥section、 ¥subsectionから次の章の始まりまでをひとつの章として、ファイルに出力

します。

2. 段落の作成

段落は ¥newline、¥begin (図表を表す）で始まり、次の段落の始まりまでをひとつの段落にします。 （尚、

図表は ¥endで終わります。）

3. 文の作成

段落は複数の文で構成されます。文は．？。等で区切られます。

4. 文字列の変換

文中の＼で始まる文字列は変換テープルを使用して変換します。

14.1.3 戻り値

正常に処理が終了した時は t、異常終了したときは nilとエラーメッセージを表すストリングがマルチ・バリュー

で戻ります。

14.1.4 使用例

(text-to-setnetce "clm01 :>text>data>tel9. text"'append "clm01 :>text>data>tel9 .ht est") 

14.1.5 制限

特に無し。
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14.2 make-word-address単語のインデックス作成プログラム

14.2.1 形式

{make-word-address input-filename word output-filename output-sw) 

input-filename入カファイル名を指定する。

word検索する単語を指定する。

output-filename作成したインデックスを出力するファイル名を指定する。

output-sw出力を規存のファイルにアペンドするかどうかを指定する。

14.2.2 機能

指定された入カファイルと単語から以下の形式のインデックスを作成して指定されたファイルに出力します。

単語＝入カファイル名ファイル・アドレス章名段落名段落内番号ページ

14.2.3 戻り値

正常に処理が終了した時は t、異常終了したときは nilとエラーメッセージを表すストリングがマルチ・バリュー

で戻ります。

14.2.4 使用例

(make-word-address "clm01 :>text>data>tel9 .htext""単語")

14.2.5 制限

特に無し。
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14.3 make-figure-address臨表のインデックス作成プログラム

14.3.1 形式

(make-figure-address input-filename output-filename output-sw) 

input-filename入カファイル名を指定する。

output-filename作成したインデックスを出力するファイル名を指定する。

output-sw出力を規存のファイルにアペンドするかどうかを指定する。

14.3.2 機能

指定された入カファイルから以下の形式のインデックスを作成して指定されたファイルに出力します。

単語＝入カファイル名ファイル・アドレス図表名ページ

14.3.3 戻り値

正常に処理が終了した時は t、異常終了したときは nilとエラーメッセージを表すストリングがマルチ・パリュー

で戻ります。

14.3.4 使用例

(make-figure-address "clm01: >text>data>tel9. ht ext" "clm01: >text>index>tel9. dat ") 

14.3.5 制限

特に無し。
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